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ま　　え　　が　　き

　『東南アジア研究センター要覧』は，センターの機構や研究の現状を報告する冊子とし

て作成されてまいりました。一昨年からは，近年の研究活動の概要をできるだけ早くお知

らせできるよう，和文，英文のものをそれぞれ隔年で出版するようにいたしました。本要

覧は，従いまして，昭和62年度版に続く和文要覧となります。

　平成元年度は，センターにとりまして大きな節目となった年度でありました。詳しくは

本要覧の「機構と組織」の章をご参照いただきたいと思いますが，今年度より新たに研究

部門を5大部門（客員部門を除く）に統合し，研究スタッフの充実をはかることになりま

した。以前の9部門（文化構造，生活環境，社会構造，人口問題，経済発展，政治環境，

生物構造，自然構造，水文環境）を統合し，生態環境，社会生態，統合環境，地域発展，

人間環境の5大部門に編成する今回の機構改革は，東南アジアで急速に進んでいます政治

的，経済的，社会的変化に対応できる研究二三の整備を目指したものであります。研究部

門の編成替えによって研究スタッフの充実をはかることはもちろん，時代に即応した東南

アジア地域研究の一層の発展を目指すべく努力してまいりたいと存じますので，この機会

に皆様のさらなるご教導を賜りますようお願い申しあげます。

　前要覧でも触れたことではありますが，国際化時代を背景に東南アジア地域とわが国と

の関係はますます深まりつつあります。センターだけをみましても，外国人客員部門への

研究者の招聴，その他の機関を通じての外国人学者の受け入れなど，近年の研究老の交流

拡大には目をみはるものがあります。センターが，今回の研究部門の再編を機に，東南ア

ジア地域の研究者ならびに研究機関との交流の文字どおりのセンターとしてもさらに発展

する必要があることを痛感しております。こうした研究交流の面につきましても，一層の

ご協力をいただければ幸いに存じます。

平成元年12月1臼

　京都大学東南アジア研究センター

所　長　石　井　米　雄
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム，ラ

オス，カンボジア，タイ，ビルマ，マレーシア，シンガポール，インドネシア，フィリピ

ン，ブルネイの10ヵ国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわ

けではない。仏教の研究のためスリランカをふくめ，熱帯稲作の研究のためバングラデシ

ュ，インドにまで手をひろげ，対外経済活動の研究のためには香港，台湾，韓国をも対象

としたこともある。周辺諸国というのは，この意味である。

　センターの研究活動は，東南アジアの自然環境隠密要因の自然科学的研究をもふくむ点

において，人文科学とくに人類学と政治学を中心とする欧米の地域研究とは異なる特色を

もっている。東南アジアの地域理解のためにその自然環境の現状と変遷の過程を視野にい

れることが基本であるという研究手法は，より総合的な地域研究の場としてセンターを特

色づけているといえよう。欧米の地域研究Area　Studiesに重して，センターのそれは，

Integrated　Area　Studiesと位置づけることができよう。センターは，このような学際的研

究手法に加えて，その研究対象の力点を近代以降の東南アジアにおき，かつ文献解釈的研

究よりは現地調査を重視して，現在の生きいきとして活動し，変転している東南アジアの

学問的理解に貢献することを期している。

　近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，センターが地域研究

の中心として果たすべき役割への期待はいよいよ高まりつつある。その要請にこたえるた

め，センターは東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に関心をもつ

世界の学者との不断の交流につとめている。そして同時に東南アジアに関する文献資料・

学問的情報を収集し，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備し

つつある。学問研究の国際交流は，これからの日本にとって大きな課題であるが，とくに

近隣の菓南アジア諸国の基礎的研究を実施しているセンターは，こうした面でもつねにそ

の先達としての努力を傾ける必要があろう。

　東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことである。

それより以前，1963年1月には，本学に学内措置として「東南アジア研究センター」が設

けられた。学内措置として創設せられた当時は，もっぱら民間からの寄付金とフォード財

1



団からの研究奨励金を委任経理金として受け入れ，それによって多数の本学教官を東南ア

ジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画とい

う二つの総合調査であった。それは人類学老による村落定着調査から，農学者による熱帯

稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の研

究者と共同して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初よ

りバンコクに連絡事務断を置き，政府機関・大学・研究者との交渉，連絡に当たらせてき

た。これらの研究の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次々と発表され，

内外の学者の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，センターが1965年4月に国立学校設置法施行規則の改正によ

る全国で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認められた事に

よって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1988年度までに12

部門（客員部門3をふくむ），教授13名（客員部門教授相当4をふくむ），助教授12名（客

員部門助教授相当2をふくむ），助手9名（客員部門助手相当2をふくむ）の定員を持つ

研究機関に成長した。特にこの客員部門のうち，地域研究第一（外国人客員）研究部門は，

東南アジアからの研究者をセンターの客員研究員として迎えるもので，この種の圏際交流

のための部門の設置は全国で最初の試みであった。

　1989年度には研究部門の大幅な編成替えが実施された。これは，それまでの客員部門を

除く9研究部門を5つの大部門に統合するもので，これによってセンターの研究スタッフ

は，教授18名（客員部門教授相当4を含む），助教授12名（客員部門助教授相当2を含む），

助手8名（客員部門助手相当2を含む）へと拡充きれた。新しい大部門は，生態環境，社

会生態，統合環境，地域発展，人間環境の5部門で，現在，新部門への統合に伴うさまざ

まな準備・調整作業が進行中である。

　センターは，創設の妾初以来和英両方の研究叢書の出版を行なって，研究成果を内外に

問うてきているが，1970年以降，邦文は創文社に，英文はUniversity　of　Hawai量Pressに

出版を委託して公刊している。また『東南アジア研究』も内外の大学その他の研究機関と

交換しているぽかりでなく，財団法人アジア研究協会（理事長　奥田東）に委託して，一

般に購読してもらう道をひらいている。

　1969年に「バンコク連絡事務所」の運営経費が，次いで1973年に「ジャカルタ連絡事務

所」の運営経費も国の予算として認められると共に，現地調査費も国の予算で認められ，

ようやく当センターの現地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるようになつ
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た。それ以来センターでは，この予算を活用して，大学内の「研究担当教官」による東南

アジア研究をわずかながらも支援できるようになった。また1978年度から「非常勤講師経

費」を認められ，さらに1980年度には地域研究第二（客員）研究部門が設けられたことに

より，「学外研究協力者」が積極的に研究参加できる機会を提供できるようになった。ま

た，1986年度には新たな客員部門として，東南アジア諸語文献研究部門が新設された。近

年，東南アジア各国の図書資料が精力的に収集されているが，この部門新設によってそれ

らの整理方法の確立，資料情報の一層の収集のために，東南アジア各国から書誌学者，カ

タPガーを招くことが可能となった。

　1981年以来，センターの旧自然系の二つの研究部門（旧生物構造並びに自然構造部門）

が，本学農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわ

っている。また，1984年に新設された旧水文環境部門もこれに加わった。1989年度の研究

部門の編成替えののちも，生態環境，地域発展，および人間環境に配属された同じスタッ

フが，継続して大学院生の指導にあたっている。
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第2章機構と組織

1．機 構

　1989年度現在，東南アジア研究センターは，5大研究部門，3客員研究部門からなる研

究部，および資料部，事務部で構成され，東南アジア地域の現地調査を円滑に行うための

海外連絡事務所として，タイにバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡事

務所を設置している。事務部は庶務・会計の2掛に分かれ，さらに内部組織として学術交

流室を設置し，それぞれ業務を担当している。また，本センターの議決機関・協議機関と

して，協議員会，教授会，FX員会議が設けられている。

所　長

協議員会

教授会
所員会議

研究部

資料部一一一

鰯部一
バンコク連絡事：務所

ジャカルタ連絡事務所

部　門　　　分野

生態縣｛星灘

社会生態j

一モ雛

工臨難
人噺織
地域研究第一（外国人客員）

地域研究第二（国内客員）

東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　　　　図書室

　　　　　編集室
　　　　　計算機塞

　　　　　庶務掛
　　　　　会計掛
　　　　　学術交流室
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2．協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，センターの所長，全教授お

よび助教授1名並びに関係学部・研究所より選任された教授または助教授に対しセンター

所長が委嘱した協議員13名によって構成されている。

3．職　　　員

　センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，計算機室），（ハ）事

務部からなる。1990年1月現在の職員は次の通りである。

所長　教授石井米雄

　
　
一
雄
勇
一
　
雄
博
文
品
品
　

暢
治
剛
彦
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躬
　
　
　
　
　
　
　
仁

　
　
好
久
　

健
　

米
良
三
訂
忠
　
　

健
　

秀
　
久

　
　
谷
川
田
部
　
井
内
田
井
嵐
　

野
屋
藤
内
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
之

　
　
高
古
山
面
　
石
坪
前
記
五
　
矢
虫
加
木
　
吉

部　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

究
蟹
授
授
聴
手
油
田
授
授
搬
嚥
下
扇
面
手
蹴
授

研
出
教
教
助
助
品
品
教
三
助
助
環
教
教
長
島
発
教

　
態
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
合
　
　
　
　
域

つ
生
　
　

社
　
　
　
統
　
　
地

（

自然地理学

熱帯農業環境

森林生態学

森林生態学

東南アジア史

社会学，人口学

文化人類学

菓南アジア史

人類生態学

政治学，地域研究論

政治思想論

比較社会学

政治学

経済学
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　　教　授　海　田　能宏

　　助教授　江　崎光男

　　助教授　高　阪　　章

　人間環境部門

　　教　授　福井捷朗
　　助教授　田　中　耕　司

　　助　手　河　野　泰　之

客員研究部門

　地域研究第一（外国人客員）

　　朱　　　三栄

　　Shamsul　Amri　Baharuddin

　　Anwar　Nasution

　　Taufil〈　Abdullah

　地域研究第二（国内客員）

　　教　授　大　野　　　徹

　　助教授西村重夫
　東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　Chusri　Manipluksa

　　Achara　Jaiyaqam　Stone

（口）資料部

　　助手北野康子（図書室）
　　助　　手　米　沢　真理子（編集室）

　　助季永田好克（計算機室）

（ハ）事務部

　　事務長　　 事務官　 岸本
　　庶務’掛　掛長　事務官　　 横山
　　　　　　　　　　　事務官　　　山　本

　　　　　　　　　　　事務官　　　上村

　　　　　　　　　　　事務官　　　本　田

　　　　　　　　　　　事務官　　　石　田

農村開発論，熱帯農業水文学

計量経済学，経済発展論

国際経済学，経済発展論

農業生態

作物学

土地・水利用

国際政治学

政治人類学

財政経済学

東南アジアのイスラム思想

ビルマ語　ビルマの政治経済史

比較教育学

経済史

図書館学

則南アジア書誌学

言語情報処理

弘　三

重隆
重　夫

　　健

綾子

達郎
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　　　　　　　　　　　　　臨時用務員二股房子

　　　　会計掛　掛長　事務官　　 村井　　豊：

　　　　　　　　　主任事務官　 西山幸夫
　　　　　　　　　　　　事務官　　　車　井　俊　也

4．海外連絡事務所

　（イ）　バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所（現在地，25／1Soi　l　6，　Sukhumvit　Road，　Bangkok，　Thailand，電話

259－6475；Fax　258－1834）e＃　，1963年10月に開設されて以来，6度にわたって駐在地の変

更があったが，この間のべ47名が駐在の任に当たった。

　（口）　ジャカルタ連絡事務所

　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Jalan　Gunawarman，　No．47，　Kebayoran　Baru，　Jakarta，

Indonesia，電話720－3668；Fax　720－2324）をよ，1970年10月に開設されて以来，4度にわ

たって移転があったが，この間のぺ29名が駐在の任に当たった。

5．学内研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各学部。研究所の教官に，研究担当教

官として参加を委嘱している。1989年度において，これらの学内研究担当教官は129名を

数える。

6．学外研究協力者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。1989年度において，こ

れらの研究協力者は204名である。

7．大学院教育

　1981年以来，センター旧自然系の二つの部門（生物構造並びに自然構造部門）が，本学

農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわることに

なり，また1984年以降は新設された水文環境部門もこれに加わった。現在，生態環境，地

域発展並びに人間環境部門の7名の教官が講義と研究指導を担当し，東南アジア諸国から

の留学生6名を含む13名の専攻大学院生がこれらの協力講座に属している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



第3章　研　究　活　動

1．調査・研究

　（D　共同研究

　センターの調査・研究活動は燗別研究と共同研究に大別されるが，共同研究のうち，セ

ンターの大部分のスタッフの関与するものは，センター研究計画（プPtジェクト）として

推進されている。198e年度から1984年度までの5ヵ年計画として，　r東南アジア世界の形

成過程に関する総合的研究」というテーマのもとに，このセンタープロジェクトが遂行さ

れ，また正985年度から，第2次5ヵ年計画として「東南アジア世界の成立と展開に関する

文明論的総合研究jが進められている。これら共同研究は，現地調査を中心として行われ

ること，学際的なチームメンバーを組んで行われること，東南アジア地域の外国人研究者

の参加を得て行われることを特色としている。

　1980年度から開始され，た「東南アジア世界の形成過程に関する総合的研究」5ヵ年計画

では，A計画「熱帯モンスーン・エコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開」

とB計画「小型家産制国家の社会基盤と経済発展」の二つの研究班が編成された。各研究

班はすでに報告書，研究論文，研究書の刊行，シンポジウムの開催などによって研究成果

を発表してきた。その内容は，『昭和60年度版センター要覧』に詳’しく紹介されており，

一部は本要覧の第5章「出版目録」の研究報告書シリーズの項にも掲げてあるので参照さ

れたい。

　また，1985年度から始まった共同研究は，総合テーマを「東南アジア世界の成立と展瀾

に関する文明論的総合研究」とし，四つのクラスターから成り立っている。すなわちクラ

スターA「外文明と内世界」，クラスターB「文明と国家形成」，クラスターC「文明と生

態環境」，クラスターDF文明と経済環境」である。いずれのクラスターも，文部省科学

研究費補助金（海外学術調査）あるいはその他の機関の援助を得て精力的な調査を進めて

きた。最終年度にあたる本年度までに出版された研究成果の一部は，第5章「出版目録」

の研究報告書シリーズの項に掲載されている。なお，1985年以降にこの共同研究のもとで

実施された科学研究費補助金による海外学術調査は以下のとおりである。
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　　1985年度：「経済計画と開発政策の東南アジア的特性に関する班究」（研究代表者：江崎　光男）

　　　　　　　「熱帯島綴域における人の移動に関わる環境形成過程の研究」（研究代蓑老：前田　成

　　　　　　　文）

　　1986年度：「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文明からの変容」（研究代表者：高谷

　　　　　　　好一）

　　　　　　　「経済計爾と開発政策の東南アジア的特性に関する研究（調査総括）」（研究代表者：

　　　　　　　江崎　光男）

　　1987年度：「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文明からの変容」（研究代表老：高谷

　　　　　　　好一）

　　　　　　　「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開」（研究代表者：坪

　　　　　　　内　良博）

　　1988年度：「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文明からの変容」（研究代表者：高谷

　　　　　　　好一）

　　1989年度：「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表老：

　　　　　　　桜井門門雄）

　　　　　　　「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開」（研究代表者：坪

　　　　　　　内　良博）

　　　　　　　「環インド洋農耕文化圏の系譜」（研究代表老：高谷　好一）

　以上のセンタープロジェクトの他にさまざまな共同研究がセンター内外の研究者を組織

して実施されている。日本学術振興会の拠点大学方式による日本・タイ学術交流事業に関

わる共同研究，あるいは日本学術振興会や日立国際奨学財団の助成による日本。マレーシ

アの共同研究「マレーシア農村部における社会経済変動と文化変容」，国際協力事業団の

研究協力事業として実施されているバングラデシュとの共同研究「バングラデシュ農業・

農村開発のための基礎調査」などが現在進行中のおもなプロジェクトである。

　（2）個別研究

　現在のセンターのスタッフによる個別研究については第4章「研究スタッフ」の紹介の

項をご参照願いたい。

　（3）学内研究担当教官等による現地調査

　センターには学内研究担当教官等のための現地調査費が文部省の予算措置として認めら

れているが，近年は予算額が限られているために多くの調査計画のうちごく一部が実現さ

れているにすぎない。1987，88年度の実績は以下の通りである。
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年度 氏 名 所　属 調　査　圏 調　査　内　容

1987小山博滋理学部

1988中島章子経済学部

タイ，シンガポー
ル，インドネシア

タイ，フィリピン

東南アジアにおける種子植物相
の調査研究

一次産品貿易に対する先進国側
の輸入規制に関する研究調査

2．国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。

　（D　外国人研究者の招聰

　1975年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者を

招聴し，滞在中センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なっ

ている。そのほかにも随時，外国人研究者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以

下は1987年度以降にセンターにおいて研究を行なった外国人研究者のリストである。但

し，1987年度のうち，すでに『昭和62年度版センター要覧』に掲載された研究者は除かれ

ている。

A．　外国人客員研究員

Shiro　Saito　1987－88

Azizah　Kassim　1987－88

Sardar　Muhammad　Altaf　1988

　Hossain

Nai　Pan　gla　1988－89
Cielito　Flores　Habite　1988

Muhammad　Solaiman　1988

Le　Van　Sang 19．　88－89

東南アジア研究資料について

の書誌

マレーシア農村部における社

会変動と文化変容

バングラデシ＝の農業システ

ムに関する研究

モン仏教文化の研究

フィリピン経済の一般均衡分

析

バングラデシュの農村開発問

題

戦後N本の経済発展と対東南

アジア経済政策

University　of　Hawaii

（U．S．A．）

University　of　Malaya

（マレーシア）

Bangladesh　Agricultural

Universi乞y（バングラデシュ）

Ministry　ef　Culture（ビルマ）

University　of　the　Philippines

（フィリピン）

Bangladesh　Academy　for

Rural　Development

（バングラデシュ）

VietRam　Secial　Sciences

Committee（ベトナム）
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N圭ki乞a　Siberoff

朱　建栄

1988－89

1988－89

Shamsul　Amri　Baharuddin　1988－89

Sungsri　Supaporn

Anwar　Nasution

Chusri　Manipluksa

Taufik　Abdullah

Achara　Jaiyaqam　Stone

1989

1989

1989

1989－90

東南アジアに関する図蕾資料

の評緬研究

中国の対東南アジア政策と中

越関係

マレーシア農村部における社

会変動と文化変容

図書館における目録作成とコ

ンピュータ化

アセアン諸国のマクロ経済運

営

華僑研究に関する文献調査

インドネシアの社会変動

1989－90　ライブラリー・オートメイシ

　　　　　ョンにおけるタイ語資料の

　　　　　ローマ字化の問題

Ecole　Francaise　d’Extreme－

Orient（フランス）

上海国際問題研究所

（中華人民共和国）

The　National　University　of

Malaysia（・マレーシア）

The　National　lnstitute　of

Development　Adrninistration

（タイ）

University　of　lndonesia

（インドネシア）

Tharnmasat　University

（タイ）

Indonesian　Ins亡i亡｛三te　of

Sciences（インドネシア）

United　NatioRs　Children’s

Fund（タイ）

B．その他の外国人学者

Pornpen　Hantrakool

Aris　Poniman

Kertoperrnono

James　W．　Morley

Wendy　Anne　Smith

Richard　William　Arnold

　Vokes

Zainal　Kling

Mohd．　Dahlan　Bin　Haji

　Aman

1988－89

1988

1988－89

1989

1989

1989

1989

玩朝ベトナムの社会経済の研

究

リモートセンシングによるコ

コヤシ地区の評価についての

研究

東及び東南アジア諸国の経済

発展の政治的含意

マレーシアの日系合弁企業に

おける日本経営制度

農業開発（特にビルマ・イン

ドシナにおける社会主義改革

プログラム）の研究

マレー世界における双系制の

研究

マレーシア農村部における社

会経済変動と文化変容

Silpakorn　University（タイ）

National　Coordination

Agency　for　Survey　and

Mapping（インドネシア）

Columbia　University

（U．S．A．）

National　University　of

Malaysia（オーストラリア）

University　of　Kent

（連合王国）

University　of　Maiaya

（マレーシア）

National　University　of

Ma玉aysia（マレーシア）
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　（2）　留学生の派遣と受け入れ

　センターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センターの若手研

究者，京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南アジアに留学

生として派遣し，あるいは留学の便宜をはかってきた。

　また，東南アジア諸国の学生，研究老をセンターの研修員として受け入れ，その指導に

当たった。1988～89年度に受け入れた外国人研究生（研修員）は次の通りである。

Hazrat　Ali　　　　　　　　　　1988　　　農業開発（バングラデシュ）

Lutfur　Rahman　Khan　　　　　　1988　　かんがい工学（バングラデシュ）

Abdullah　Al　Mamun　　　　　　1988　　雑草学（バングラデシュ）

Vivian　Sharman　　　　　　　　1988　　現代日本史（オーストラリア）

3．シンポジウム・セミナー・研究集会

　東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに数多

くのシンポジウム，セミナー，ワークショップ，研究集会などが，センターの主催または

他機関との共催で開かれた。1985年以降，1987年7月までに開かれ，たものについては，

『昭和62年度版センター要覧』に記録されているので，それ以後の最近2年間に開催され

た主なものについて簡単な趣旨とプログラムを掲げておく。

　（1）　日タイセミナー「タイ人の見た日本の近代化

　　　　　（Thai　Perceptions　of　Japanese　Modernization）」（1988年3月25－26日）

　日本学術振興会「拠点大学方式による国際学術交流」プログラムによる第2回目のセミ

ナー。今回は，宗教，社会構造，教育，政治，経営，経済などの分野におけるタイ側の以

下の報告をもとに，上記課題をめぐって活発な議論が展開された。同会議録は，

Yoshihara，　K．　ed．，　Thai　PercePtions　of　laPanese　Modernization，　Kuala　Lumpur：　Falcon

Press，1989，として公刊されている。

Religions　and　JapaRese　Modernization　（Kasetsart　Univ．）　Pensri　Kanchanomai

Continuities　and　Discontinuities　of　Japanese　Social　Structure：　A　Thai　View

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Chulalongkorn　Univ．）　Surichai　Wun’　Gaeo

Thai　Perceptions　of　Japanese　Modernization：　Education　〈Chulalongkorn　Univ．）　？aitoon　Sinlarat

Political　Behavior　in　Japan　and　Thailand：　A　Comparative　View

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Thammasat　Univ．）　Likhit　Dhiravegin
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Japanese　Management　in　Thailand　（Ramkamhaeng　Univ．）　Chuta　Thianthai

The　Strength　and　Weakness　of　Japanese　Economic　Development：　Views　from　Thai　Economic

　Scholars　（Thammasat　Univ．）　Medhi　Krongkaew

　（2）　マレーシア農村部における社会経済変動と文化変容（1988年6，月24－25日目

　1986年以来，日本学術振興会の一般交流計画，および日立国際奨学財団の援助のもと，

上記のセミナー・タイトルと同じ題で，日本とマレーシア研究者の共同研究プロジェクト

が実施されている。プロジェクトの日本側参加者の中心機関はセンターであり，マレーシ

アはマレーシア国民大学である。プPtジェクトの最終報告は，1990年に出版予定である。

上記セミナーは，一部のプロジェクト参加者の予備調査報告の発表，および東京，大阪在

住のマレーシア研究者との意見交換を目的として開催されたものである。

「フロンティア集落としてのマレー社会：ジ

　ョホール州のブギス系マレー人の事例」

　　　　　　　　　　　　　　前田　成文

「ヌグリ・スンビランの伝統的農耕儀礼：稲

　作の社会・文化的意味をめぐって」

　　　　　　　　　　　　　　加藤　　剛

Patterns　of　Landownership　and　lnheri－

　tance　in　Negeri　Sembilan：　Sorne　lrnplica－

　tions　for　Development

　（センター客員・マラヤ大学）Azizah　Kassim

「ブミプトゥラ政策と経済構造の変容」

　　　　　　　　　　（アジ研）木村　陸男

「農業政策大綱と稲作農業の展開」

　　　　　　　　　　（東農大）藤本　彰三

「ブミプトゥラ政策と小農経済の構造変化」

　　　　　　　　（大東文化大）堀井　健三

「インド人茶園労働者の意識変容」

　　　　　　　　　　（東外大）水島司

「コメント」　　　　　（広島大）山下　晋司

　　　　　　　（八千代国際大）大木　　昌

　（3）東アジア商業システムの成立（1989年3月16，29日）

　植民地時代の成立以前に，東南アジア世界と外世界を結んで，ひとつの経済世界を構成

した経済システムの存在が，最近，世界的に注目されている。東南アジア史も従来の一国

史の総和としての記述を改め，外世界との構造的な関係の中で書き直されねぽならない。

しかし，これまでの欧米の研究ではもっぱら西世界一インド洋世界と東南アジア世界との

関係に重心がおかれ，歴史を通じてもっとも東南アジアの経済構造に影響を与え続けた東

アジア世界との関係にふれるところが少なかった。本シンポジウムは，東南アジア史の分

岐点，いわゆる「商業の時代」の開始期14世紀初めとその収束期17世紀中期の間に，東南

アジア世界を東から組み込もうとする東アジア世界の貿易システムにどのような変化があ

り，どのような構造が生み出されたか，またこの新たな構造が東南アジア世界の経済構造

に与えた影響を考えるために行われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13



ng　1セッション　明初における東アジア貿易

　　　　　　　　圏の諸問題（3月16日）

「問題提起：東南アジアにおける海禁令と鄭

　和下西洋」　　　　　　　　　　石井　米雄

「明初の対外政策と海禁令」

　　　　　　　（東京国立博物館）大隅　晶子

「コメント」　　　　　　　　　　　藤原禾讐一良匡

「郷和下西洋の中国史的意味」

　　　　　　　　　　　（東北大）寺田　隆信

「コメント」　　　　　　　　　　山本　達郎

第2セッション　16世紀東アジアにおける市

　　　　　　　　場構造の変化（3月29　H）

「問題提起：東南アジアの16世紀」桜井由帯下

「16世紀後半から17世紀初期にかけての中国

　江南の布場価格と銀」

　　　　　　　（お茶の水女子大）岸本　美緒

「東アジアにおける価格革命とメキシコ銀」

　　　　　　　　　　　　　　　木村　正弘

　（4）　Reflections　on　Malaysian　Society　under　the　New　Economic　Poi．icy　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989年3月28日）

　これは，日本・マレーシアの共同プロジェクト「マレーシア農村部における社会経済変

動と文化変容」の一環として開かれたセミナーである。マレーシアの新経済政策の影響を

考えるうえでの出発点として，マレーの「基層文化」について，マレーシアの3人の人類

学老に話題提供を願った。

The　Social　Anthropology　of　the　Malays：　A　Brief　Prolegomenon　to　an　Academic　Discourse

　　　　　　　　　　　　　　　（センター客員・マレーシア国民大学）Shamsul　Amri　Baharuddin

The　Ma玉ays　in　the　Orang　Asli　World　　　　　　　　　　（マレーシア国民大学）Hood　Saleh

The　Negeri　Sembilan　Adat　through　Time，　with　Special　Reference　to　Rembau

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マレーシア農業大学）Norhalim　Hj，　Ibrahim

　「コメント」　　　　　　　　（センター客員・CNRS，　Paris）Nikita　Siberoff。（民博）宮本　　勝

　「総合討論」

　（5）　Dutch－Japanese　Symposium　on　the　History　of　Dutch　and　Japanese

　　　　Expansion－ln　Memory　of　the　Late　Professor　Akira　Nagazumi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989年10．月9－14日）

　このシンポジウムは，ライデン大学（Cen£er　for　the　History　of　European　Expansion，

Leiden　University）の呼びかけに応えて行われたもので，アジア研究協会，亜細亜大学，

イーストウェストセミナー，三菱財団の協賛を得て実施された。日本・オランダ両国の研

究者が一堂に会して研究の交流をはかり，新しい研究領域や研究方法について活発な討議

が行われた。なお，本シンポジウムは，東南アジア研究を通じて両国の学術交流に尽くさ

れた故永積昭東京大学教授を偲んで行われたものでもある。
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Welcoming　Speech　（Asia　Univ．）　Shinkichi　Eto

Opening　Speech　Yoneo　lshiiRulers　and　Ruled：　Some　Remarks　on　Dutch　Colonial　ldeology　（Leiden　Univ．）　C．　Fasseur

The　Emergence　of　the　ldea　of　Manchukuo　（Tokyo　Univ．）　Kenichiro　Hirano

The　Changing　lmage　of　Japan　in　the　Netherlands－lndies　（Utrecht　Univ．）　E．　Locher－Scholten

The　Colonial　State　as　a　“Rumah　Kaca”：　Some　Observations　on　Confidential　Documents　Concern－

　　ing　Japanese　Activities　in　the　Dutch　East　lndies，　1900－1942　Kenji　Tsuchiya

Russo－Japanese　War　and　the　French　Perception　of　Yellow　Peril　Concerning　lndochina

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yokohama　City　Univ．）　Masaya　Shiraishi

Colonial　Warfare　in　Theory　and　Practice　（Leiden　Univ．）　JA　de　Moor

Diplomats　of　Meiji　Japan　in　the　Philippines　（Kagoshima　Univ．）　Shinzo　Hayase

The　Colonial　Dilemma　as　Reflected　in　Dutch　Literature　（Leiden　Univ．）　L．　Biusse

Japan’s　“Cttltural　Work　for　China”　and　Chinese　Nationalism　in　1920－30’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（National　lnstitute　for　Educational　Research）　Hiroshi　Abe

The　Development　of　Modern　lndonesian　Mterature　（Leiden　Univ．）　H．　Maier

Japanese　Education　Policy　in　lndonesia　（Setsunan　Univ．）　Aiko　Kurasawa

The　Economic　Relations　between　the　Netherlands　and　the　Dutch　East　lndies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Leiden　Univ．）　P．W．　Klein

The　Process　of　Economic　Deve｝opment　of　the　euter　Regions　of　the　Dutch　East　lndies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Leiden　Univ．）　Th．　Lindblad

The　lmperial　Visit　of　the　Crown　Prince　to　Taiwan　in　1923：　How　the　Japanese　Colonial　Authorities

　　Managed　the　Tour　（Tokyo　UnivJ　Masahiro　Wakabayashi

Decolonization　（Utrecht　Univ．）　J．　van　Goor
Japanese　Overseas　lnvestment　and　lndustrialization　in　Southeast　Asia　after　the　Yen　Appreciation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Osaka　City　Univ．）　Akira　Suehiro

Closing　Remarks　（The　Japan－Netherlands　lnstitute）　Willem　Rernmelink

　　（6）　Nタイセミナー「現代の日タイ関係（Thai・Japanese　R61ations　Today）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989年10月20－21日頃

　　B本学術振興会「拠点大学方式による国際学術交流」プログラムによる第3回目のセミ

ナー。今回は，現代日本の文化，経済のタイ社会に及ぼした影響を中心として討論が行わ

れた。

第1一ヒッショソ：Japanese　Culture　in　Thailand

Japanese　Literature　in　Thailand　（Thammasat　Univ．）　Artorn　Fungtarnmasan
Japanese　Comics　and　Animations　for　Chiidren　in　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Srinakharinwirot　Univ．）　Sor　Wasna　Pravalpruk

第2セッション：Political　Relations
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Japan’s　Political　Role　in　Southeast　Asia

第3－5セッション：Economic　Relations　l－III

Japan’s　Economic　Assistance　to　Thailand：　1969－1986

（Thammasat　Univ．）　Likhit　Dhiravegin

（Thammasat　Univ．）　Pranee　Tinakorn

An　Emerging　Trade　Pattern　Since　the　New　Wave　of　Japanese　Direct　lnvestment　in　Thailand

Japanese　Technolegy　Transfer　in　Thailand

　　（Chnlalongkorn　Univ．）　Suthy　Prasartset

（Chnlalongkorn　Univ．）　Prayoon　Shiowattana

　（7）　Reflections　on　Malaysian　Society　under　the　New　Economic　Policy　（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989年11月13日）

　これは，本年3月28日に開催されたセミナーと対をなすものとして企画されたものであ

る。新経済政策下のマレーシア社会の変容について，主としてセンターを短期訪問中のマ

レーシア専門家に，種々の角度から分析してもらい，討論の材料とした。

Regional　Development　　　　　　　　　　　　　　　　（マレーシア国民大学）Mohd．　Dahlan幽

Political　Aspect　　　　　　　（センター客員。マレーシア国民大学）Shamsul　Amri　Baharuddin

Economic　Aspect　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ケント大学）Richard　Vokes

Cultural　Aspect　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マラヤ大学）Zainal　Kling

「コメント」　　　　　　　　（民博）宮本　　勝・（～橋大）内堀　基光・加藤　　剛。高阪　　章・

　　　　　　（センター客員・LIPI）Taufik　Abdullah・前田　成文・（郡山女子短大）津上　　誠

「総合討論」

4．研究会等

　センターでは，比較的大きなシンポジウム・セミナーの他に，各種の研究会が開催され

ている。テーマを絞った，定期的な「研究例会」，センタースタッフ全員で進行中の共同

研究を検討する「プロジェクト報告会」，センターの客員部門の外国人研究員や折々にセ

ンターを訪問する外国人研究者による「特別研究会」な：どの他にも，共同研究グループ内

部での検討会，少人数での定期，不定期の研究会，他の機関との共催による各種研究会

（例えば，東南アジアの自然と農業研究会，東南アジア史学会関西例会，漢籍を読む会，

東南アジア伝統農業読書会，経済発展研究会）などがあり，常時センター内外の人々の出

入りがたえない。
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5．東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，数十人の受講老を募り，東南アジアの自然，文化，社会等につ

いて概説し，専門的研究に必要な基礎知識を付与するため，集中的な講義及び演習を行う

ことを目的とし，1976年から毎年夏に2週間開催されているものである。近年は，年ごと

に異なるテーマを決め，かなり専門的な講義も含めており，受講者から好評を得ている。

1988，89年度のセミナー一のテーマ，講義題目，講師の一一一eeを掲げておく。

1988年度

テーマ「フロンティアとしての東南アジア」（7月4－17日）

第1部　京都セミナー

「フロンティアの構造一都市フロンティア

　と農村フロンティア」　　　　坪内　良博

「フロンティア空間としての東南アジア都市」

　　　　　　　　　　　　　　　土屋　健治

「東南アジア都市フロンティアの歴史的展開」

　　　　　　　　　　　　　　　石井　米雄

「　：nt構造論と東南アジア都市フロンティア」

　　　　　　　　　　　　　　　加藤　　剛

「東南アジア都市フPソティア人口論」

　　　　　　　　　　　　　　　坪内　良博

「フpaソティア都市国家論」　　　矢野　　暢

「農村フロンティアの創出一二重構造下の

　米プランテーション」　　　　　海田　能宏

「農村フロンティアの創出一二重構造下の

　工芸作物栽培」　　　　　　　　田中　耕司

「伝統的東南アジア農村フロンティアの限界

　（大陸部）」　　　　　　（民博）林　　行夫

「伝統的東南アジア農村フロンティアの限界

　（島繰部）」　　　　　　　　　五十嵐忠孝

「東南アジア経済発展論と人口」　江崎　光男

「東南アジア都市フロンティアと移民論」

　　　　　　　　　　　　　　　吉原久仁夫

〔総合討論〕（その1）

「タイ国農村フPンティアの動態」福井　捷朗

「タイ国都市フロンティアの成立史」

　　　　　　　　　　　　　　　吉川　利治

第2部　タイ国セミナー

The　Rise　of　Bangkok

　　　　　（タマサート大）Charnvit　Kasetsari

A　History　of　Settlement　in　Thailand

　　（シラバコーン大）Srisakra　Vallibhotama

臨地研修：チャオプラや運河網　　桜井由躬雄

Urban　Communities　of　Thailand

　（チュラロンコーン大）Prasert　Yamklinfung

Rural　Communities　of　Thailand

　（チュラロソコーン大）Chatthip　Nartsupha

臨地研修：華人街　　　　　　　　坪内　良博

臨地研修：デルタフロンティア　　桜井由躬雄

臨地研修：東北タイフロンティア　福井　捷朗

臨地研修：山地フPンティア　　　河野　泰之

〔総合討論〕（その2）
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1989年度

テーマr海域世界としての東南アジア」（7月3－15日）

「開講にあたって」　　　　　　　石井　米雄

「東南アジアの海域世界に関する文献紹介」

　　　　　　　　　　　　　　北野　康子

〔海域世：界の基盤〕

「海域世界概説」　　　　　　　　高谷　好一一

「モンスーン」　　　　　（筑波大）安成　哲三

「熱帯多雨林の世界」　　　　　　山田　　勇

「海域と農業」　　　　　　　　　古川　久雄i

「海のネットワーク」　（東京外大）家島　彦一

r社会圏としての海域世界」　　　前田　成文

〔海域世界の成立と展開〕

「先史時代の東南アジア海域」　　古川　久雄

「交易圏の成立」　　　　　　　　石井　米雄

「郷和の大遠征」　　　（大阪外大）桃木　至朗

「イスラムの伝播」

「大航海時代」

〔総合言寸言蒲〕　　　1

「南海物産と交易」

「植民地化」

「プランテーション」

「新経済体制の成立」

〔海域世界と現代〕

「脱植民地化論」　　　　　　　　矢野　　暢

「海域世界と国民国家」　　　　　土屋　健治

「海域世界の農村」　　　　　　　前田　成文

「海域世界と都市一華僑のネットワーク」．

　　　　　　　　　　（東京大）濱下　武志

〔総・合討論〕∬　　　　　　　高谷　好一ほか

　　　　　　坪内　良博

（大東文化大）生田　　滋

　　　　高谷　好一ほか

　　（上智大）村井　吉敬

　　（広島大）植村　泰夫

　　　　　　吉原久仁夫

　　　　　　吉原久仁夫

6．資料収集および情報処理

　東南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料収集がとりわけ重要なことは言

うまでもない。1965年に図書室が開設されて以来，東南アジア地域にかかわる専門書を中

心に収集を進めてきた結果，1989年3月現在52，131冊（内洋書39，664冊，和漢書12，467冊）

を登録し，所蔵するにいたった。研究資料としては次のような特記すべき資料がある。

　（D　現地語資料

　1983年度以来，東南アジア諸地域の言語で出版された文献の組織的収集を目指して，特

別予算の要求を行なっている。まず最初の5力年収集計画が終わり，現在第二次10力年

計画の第2年度が進行中である。この計画により，1988年度までに図書33，000冊，マイク

ロフィッシュ110ケース，マイクロフィルム1，1OOリールが購入されている。特に，特殊コ

レクションとして，タイ語文献の「チャラット・コレクション」，およびフィリピンに関

する「フォロソダ・コレクション」は世界に誇るコレクションである。また，1986年度か

らは，東南アジア諸語文献研究部門が新設され，東南アジアから書誌学者やカタロガーを

招聴することができるようになったので，彼らの協力によりこれらの資料の整理もできる
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ようになった。「チャラット・コレクション」については3巻よりなる冊子体の目録も完

成した。今後もさらに充実した収集を目指している。

　（2）　マイクロフォーム

　1971年以降，「インドネシア関係文献マイクロフィッシュ」の一部を継続的に購入した

のを始め，その後機会のあるごとにその充実をはかってきた。この結果，現在までにマイ

クロフィルム約1，100リール，マイクPtフィッシュ約4，000ケースが納められている。この

うち，フィルムは，菓南アジア諸国統計資料，インドシナ三国近・現代史資料，第2次大

戦下の東南アジア関係資料などを含み，フィッシュは，コーネル大学およびオランダ王立

言語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関係資料を主としている。

　（3）　雑誌

　センターで登録されている定期刊行物は洋雑誌515，和雑誌218を数える。このうち東南

アジアを専門に対象とする雑誌は，創刊号から揃っているBEFEOをはじめとして50タ

イトル以上に及ぶ。東南アジアを含むアジアー般，熱帯，開発に関するタイトルは43点で

ある。このほかすでに刊行されていない雑誌もかなりあり，東南アジア関係では有名な

Loganのπ14E、4やDiawaをも含めて18タイトル，アジア関係では，　Londonから出た

Asiatic　Quarterly／burnal及びその後身（1886－1912）やMondes．ASiatiquesな。｝t“　1　2タイト

ルある。これらの地域関係雑誌の多くは欧米発行のものであるが，東南アジアの大学・研

究機関の刊行する雑誌も増えてきており，それらはできるだけ収集するように努めてい

る。その他TemPo，　Prisma，　Tenggaraなどのような各国語の週刊誌，総合雑誌，文芸批評

誌も定期購読している。

　（4）統　計

　東爾アジア・東アジア諸国の政府出版物を中心に，Yearbook，　Handbook，　Bulletin，

Digest，　Journal，　Indicators等，統計に関連する年刊・季刊・月刊の各種定期刊行物が継

続的に受け入れられている（約65点）。センサス統計，標本調査，その他各種不定期刊行

物も，刊行の都度，できる限り広範囲に収集する努力が続けられている（累計約120点）。

分野別にみれば，国民所得，財政，金融，貿易，労働，人口など経済関係の統計が大半を

占め，国別にみれぽ，インドネシアの比重が相対的に高い。
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　国甥統計に加え，国連諸機関やIMF，世界銀行，アジア開発銀行等の国際機関による出

版物も，他部局との重複を考慮した上，必要最小限の基本統計および開発途上国関連の統

計に限って，定期購入されている（約20点）。

　（5）地　図

　所有する地図は東南アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネ

パール，パキスタン，中国，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南

アジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量に

よるものまで，多岐にわたっており，現在約2万枚余に及んでいる。この中には，旧陸地

測量部による南アジア，東南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図等，

歴史的にみても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の土地

利用図，地質図，植生図などの主題図も含まれている。

　（6）　ランドサット写真

　1978年目らランドサット写真の収集をはじめ，現在約2，700シーンの写真を蔵している。

収集地域は，濃淡はあるものの，東南アジア全域（とくにインドシナ，タイ，フィリピン

などが多い），インド亜大陸菓半分からバングラデシュ全域，南中国の一部及び日本の一

部である。可能なかぎり2季節以上のシーンを選んでいる。100万分の1の白黒ポジフィ

．ルム（バンド4，5及び7）を中心に集めており，必要に応じてジアゾフィルム現像機で

フォールスカラー合成画像をつくり，製版用カメラで拡大カラープリントをつくるなどの

方法で利用されている。

　（7）情報処理

　計算機室では，研究活動を支援するために，端末装置やパーソナルコンピュータを揃え

ている。所員や外国人研究者が統計処理や文書処理をするために利用するほか，利用に当

たっての相談にも応じている。

　現在計算機室で利用可能な機器としては，

　（1）大型計算機センターの端末2台

　（2）IBM　パーソナルコンピュータ3台（うち1台目は英数字文書を読み取って

　　MS－DOS形式の文書ファイルに変換できる光学式文字読み取り装置が接続されてい
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　　る）

　（3）NECパーソナルコンピュータ3台

　（4＞EPSONパーソナルコンピュータ2台（タイ文字を扱える）

がある。

　また，計算機室外にも次のような機器があり，利用可能である。

　（1）TOSHIBA携帯型パーソナルコンピュータ3台

　（2）デジタイザ（図面の入力に用いる）

　（3）プロッタ（図面の出力に用いる）

7．出　版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。センターは，1963年以来『東南アジア研究』（年4回刊行）

を出版しているほか，和文・英文の叢書，シンポジウムの報告や科学研究費その他各種奨

学金などによる研究の報告書等を含む報告書シリーズ，リプリント・シリーズ，ディスカ

ッション・ペーパー等を刊行している。また，1979年度以来，センター・ニューズレター

を年2回発行し，研究活動等の広報を行なっている。

　『東南アジア研究』は現在27巻3号（通巻110号）になっており，所収論稿は膨大な数

にのぼる。第1号から23巻4号までに掲載された論文，研究ノート，書評などの全ての報

告は，『東南アジア研究』別珊（23巻5号）に総目録として収録されている。また，リプ

リント・シリーズ，デaスカッション・ペーパーは『昭和62年度版センター要覧』に，叢

書，『東南アジア研究』・（24巻1号以降），及び報告書シリーズは第5章「出版目録」にそ

の一一覧を掲げているので，ご参照いただきたい。
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第4章研究スタッフ

　東南アジア研究センターの現職研究スタッフの略歴，現在の研究テーマ，主要な研究業

績などを紹介する。各研究スタッフは，研究部門では生態環境部門，社会生態部門，統合

環境部門，地域発展部門，人間環境部門，地域研究第二客員部門，続いて資料部の順に配

列されており，1．最終学歴，2．学位，3．専門分野，4．現在の研究テーマ，5．略歴，6．主要

な研究業績の順である。

1．研究部門

生態環境部門

高谷　好一

1
2
3
4
鴨
h
V

　して採用され，

　昇任。1981年より京都大学大学院農学研究科

　熱帯農学専攻教授を兼任，現在に至る。

　　過去の研究・調査は，すべて自然地理と農

　業を対象としてきたが，主な海外調査には次

　のものがある。1966～67年タイ中央平原，

　1968年インド東岸，1968～69年タイ中央平

　原，1970～71年ミシシッピー，アマゾン，ナ

　イル，チグリス・ユーフラテス等のデルタ，

　1972年地中海水田地帯，1973年イラワジ・デ

　ルタ，1974年東北タイ，1975年ネパール，

　1976年ビルマ，1978年フィリピン，同年スv

　トラ，1980～81年スラウェシ，1982～83年ス

　リランカジ1984年スマトラ，1986～87年マダ

　ガスカル。

6　（1＞　“Agricultural　Transformation　in

　　Maningamuwa，　a　Village　in　Dry－zone　Sri

京都大学理学部，1956．

京都大学理学博士，1963．

自然地理学

東南アジアの自然環境と‡地利用

1967卑，東南アジア研究センターに助手と

　　　　　　同年，助教授，1975年教授に

　Lanka，”（共著）『東南アジア研究』22（2），

　1984．

（2）　「サゴヤシ湿地の生活」『グリーン・パ

　ワー』12，1984．

（3）　「東南アジアの自然」大林太良（編）練

　南アジアの民族と歴史』山川出版社，1984，

（4）　「“南島”の農業基盤」渡部忠世・生田

　滋（編）『南島の稲作文化』法政大学出版

　局，1984．

（s）　“Geoinorphology，　Hydrology　aRd　Rice

　Cultivation　in　the　Chao　Phraya　Delta　of

　ThailaRd，”　JARQ，　18（3），　1985．

（6）　『東南アジアの自然と土地利用毒動草書

　虜，1985．

（7）　「東南アジアの生態史的枠組」石井米雄

　（編）『東南アジア世界の構造と変容』創

　文社，1986．

（8）　「水田が拓かれるとき」佐原真（編）『豊

　饒の大地毒集英社，1986．

（9）　“Sago　Production　at　Desa　Tanjung，

　Riau，　Sumatra，”　Proceedings　of　3rd　Sago

　Symposium，　Tokyo，　1986．

⑯　　「熱帯多南林沿岸部の生活」建東南アジ

　ア研究』24（3），1986．

⑯　「アジア稲作の生態構造」渡部忠世・福
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　　井捷朗（共編）『稲のアジア史』ac　1巻，

　　小学館，1987．

　⑰　「東南アジア大陸部の稲作」渡部忠世・

　　高谷好一（共編）『稲のアジア史』第2巻，

　　小学館，1987．

　（13）　Agrictcltztral　DeveloPment　of　a　TroPical

　　Delta，　University　oi　Hawaii　Press，

　　Honolulu，　1987．

　（14）　「ロンボク島の高地の伝統稲作」（共編）

　　奮東南アジア研究』26（1），1988．

　（15）　Madagascar　PersPective　fro7n　the　Atfalay

　　PVorld（編）（文部省科町費報告書），1988．

　⑯　　『水田遺構集成』（編）（文部省科研費報

　　告書），1988．

　⑯　『伝統農業フィールドノート集』第『

　　巻，（共編）農耕文化研究振興会，1988．

　⑯　「掛け流し傾斜水田の事例」『農耕の技

　　術』11，玉988．

　㈲　『マングローブに生きる』（NHKブッ

　　クス），1988。

　⑳　「新生態史観モデルを求めて」『中央公

　　言禽』　4月号，　1989．

古川　久雄

1．京都大学農学部，1963．

2．京都大学農学博士，1973．

3．熱帯農業環境

4．（1）東南アジア低湿地の利用と保全

　（2＞アジア俵統農業の生態構造

　（3）　　熱帯土壌生成

5．1967年，京都大学農学部助手に採用され

　る。1978年，東南アジア研究センター助教

　授，1989年刊教授に昇任，現在に至る。1981

　年より京都大学大学院農学研究科熱帯農学専

　攻助教授，1989年より同教授を兼任。

　　1963年以降，以下の諸国にて水田土壌の調

　査を行う；1963～64年，タイ，1964～65年，

　タイ，マレーシア，1970年，インドネシア

　（ジャワ），1978年，韓国。さらに，1978年，

　南スマトラ，1979年，ジャワ島，1980～81

　年，南スラウェシ，1983年，スマトラ東岸低

　湿地帯，1984年，リアウなど，インドネシア

　各地で農業景観の変貌等について調査に従

　事：。1981～82年にはIRRIにて，カガヤン渓

　谷における多毛作化の調査を行う。また，

　1982年には南インド，スリランカでも農業：景

　観の変貌について調査を実施した。1985年，

　1987年，東北タイの塩類土壌調査。1986年，

　マダガスカル，1988年，メラネシアでマレー

　型農耕文化の系譜を研究。1989年，イγドネ

　シア低湿地調査，同じくイラン，トルコ乾燥

　地帯稲作調査。

6．（1）　「ジャワ島土壌の物理性一殊に硬盤に

　　ついて」『土壌の物理性』25，1971．

　（2）　「安満遺跡土層断画の土壌学的検討」『安

　　満遺跡』京都大学文学部，1973．

　（3）　「ニューアイルランド島における土壌地

　　理的観察」『東南アジア研究』H（4），1974．

　㈲　　「近畿地：方低地部における土壌の分布劉

　　および分布単位に関する事例研究」『ベド

　　ロジスト』20，1976．

　（5）　“Chemical，　｝ivlineralogical　and　Micro－

　　Morphological　Properties　of　Glaebules　in

　　Some　Tropical　Lowland　SoilsJ”（共著）『菓

　　南アジア研究』14（3），1976．

　（6）　「土壌中主要12元素の螢光X線迅速定量

　　法」『日本土壌肥料学会』49（2），1978．

　（7）　「南スラウェシの稲作景観」『東南アジ

　　ア研究』20（1），1982．

　（8）　「ルソン島の陸稲栽培」『農耕の技術』5，

　　1983．

　（9）　「踏耕の系譜」（共著）渡部忠世（編）『南

　　西諸島農耕における南方的要素』（科学研

　　究費報告書）東南アジア研究センター、

　　1982．

　（iO）　“Land　Use　and　Soil　Catena　in　Jeneponto

　　Area　of　South　Sulawesi，”『東南アジア研

　　究』　20（4），　1983．
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（11）　「フィリピンの農業と農民」『国際農林

　業協力』6（2），1983．

（12）　「愛知川扇状地の土壌層序」1，豆（共

　著）『ペドロジスト』27，1983；29，1985．

（13）　「東南アジア低湿地の地形」『東南アジ

　ア研：究』21（4），1984．

ω　「パタンハリ川流域低湿地の農業景観

　L地形と層序」（共著）「同　豆．農業景

　観の展開」『東南アジア研究』23（1），1985；

　24（1），　1986．

（15）　“A　Study　of　Floral　Composition　of　Peat

　Soil　in　the　Lower　Batang　Hari　River　Basin

　of　Jambi，　Sumatra，”（共著）『東南アジア

　研究毒24（2），1986．

⑯　「マダガスカルの伝統農業と変革への展

　望」『国際農林業協力』9（4），1987．

（17）　“Stratigraphic　and　Geomorphic　Studies

　of　Peat　and　Giant　Podzols　in　Brunei　1　．

　Peat，皿．　Giant　Podzols，”『ペドロジスト』

　32，　1988．

㈱　「小区画水田の系譜一一オアシス農耕文

　化の道」（科学研究費報告書）東南アジア

　研：究センター，1988．

⑲　「マダガスカル乾燥地帯の土地利用」『東

　南アジア研究』26（4），1989．

mo）　“Salt　and　Sinkhole－Corrosion　as　a　Prin－

　cipal　Factor　Governing　Topography　and

　Mass　Movement　in　Northeast　Thailand一”

　（共著）『東南アジア研究』27（1），1989．

山田 勇

1．京都大学農学部，1966．

2．京都大学農学博士，1979．

3．森林生態学

4．（1）東南アジア熱帯多雨林の森林構造

　②　熱帯樹種の植物季節と生長パターン

　（3）熱帯林の遺伝資源保全

5．1975年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用される。1980年，農林水産省関西林
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　木育種場，1981年同関東林木育種場室長をへ

　てTt　1988年より，東南アジア研究センター助

　教授。京都大学大学院農学研究科熱帯農学専

　攻助教授を兼任。

　　1965年以降，以下の海外研究活動を行う。

　1965年タイ，カンボジア，マレーシアの植物

　調査，1968～70年インドネシアの森林調査，

　1976年夏ンドネシアの森林調査，1977年タ

　イ，マレーシア生態調査，1978年フィリピン

　生態調査とインドネシア調査，1979年北米山

　林調査，1982，1983，1984～87年までブルネ

　イ森林調査，1988年北米及び中米の森林調

　査，1988～89年1パプアニューギニア，インド

　ネシアの低湿地調査。

6．（1）　「伐採跡地の植生遷移」（共著）『一次生

　　産の場となる植物群集の比較研究』，1968．

　②　「スギ林の根の現存量について」（共著）

　　『京大演報』40，1968．

　（3＞　「照葉樹林の地下部の構造に関する研

　　究」（共著）『JIBT－PT一水俣42』，1968．

　（4）　「高立木密度スギ幼心林の物質生産量に

　　関する若干の検討」（共著）『京大演報』44，

　　1972．

　（5＞　“Forest　Ecological　Studies　of　the　Mon－

　　tane　Forest　of　Mt．　Pangrango，　West

　　Java（1）　Stratification　and　Floristic　Com－

　　position　of　the　Montane　Rain　Forest　near

　　Cibodas，”『東南アジア研究』13（3），1975．

　（6）“同（II）Stratification　and　Floristic　Com－

　　position　of　the　Forest　VegetatioR　of　the

　　Higher　Part　of　Mt．　Pangrango，”『東南アジ

　　ア研究』13（4），1976．

（7）“同（III）Litter　Fall　of　the’rropical　Mon－

　tane　Forest　near　Cibodas，”『東南アジア研

　究』14（2），1976．

（8）　“同（IV＞Floristic　Composition　along

　乞he　Altitude，”『東南アジア研究』15（2），

　　1977．

（9）　「熱帯の有用樹種」（共著）熱帯農学研



　究センター，1978．

（IO）　“Ecological　Study　of　Mangrove　and

　Swamp　Forests　in　South　Suma乞ra，”（共著）

　in　South　Stcmatra，ル伽and　4griculture，

　1980．

（11）　「西ジャワパングラソゴ山山地林におけ

　る落葉落胆などの季節変化」『東南アジア

　世界』創文社，1980．

㈱　「焼畑における植生遷移と物質循環」r海

　外学術調査コロキアム』，1981．

（13）　「熱帯林の現状からみた林木育種のあり

　方」『林木の育種』特別号，1982．

働　「熱帯林木育種の視点」『林木の育種』

　124，　1982．

⑯　「東南アジアの低湿地林1．マソグ

　ローブ」『東南アジア研究』21（2），1983．

㈲　「同2．マングローブの分布」『東南ア

　ジア研究』21（3），1983．

a7）　「同3．　淡水湿地林」『東南アジア研究』

　21（4），　1984．

⑱　　「同4．　泥炭湿地林」『東南アジア研究』

　22（2），　1984．

㈲　　「東南アジアの低湿地」（共著）農林統

　計協会，1986．

伽）RePort　on　the　Forest　Reseαrch　in△Nega7’a

　Bncnei　Danessalamfrom　1986　through　1986，

　JICA，　1987．

阿部　健一

1。　京都大学農学部，1984．

2．京都大学農学修士，1986．

3．森林生態学

4．（1）樹上性節足動物群集の比較研究

　（2）淡水湿地林。マングローブ林の生態

5。1989年，東南アジア研究センター助手に採

　用され，現在に至る。1981～1983年，サバ州

　立森林研究所にて，森林昆虫の個体群動態調

　査。以後1985年サバ，1986年マルク，1988年

　タイ及びジャワ・パリで樹上性節足動物の調

　査を行なった。ほかに1985年と1986年にジャ

　ワ島で村落調査に従事し，1987年海南島，

　1988年スマトラ・タイで伝統的森林利用の調

　査を行なっている。

6．（1）　“Plantation　Forest　Pests　in　Sabah，”

　　FRC　Publication　No．　8，　Sandakan，　Sabah，

　　1983．

　（2）　“Comparative　Study　on　Arboreal　Ar－

　　thropod　CommuRities　in　Contrasting

　　Tropical　Forests，”京都大学農学研究科修

　　＝ヒ言禽r文，　1987，

　（3）　“Reproductive　Behavior　of　the　Albizia

　　Borer，　Xystrocera　festiva　（Coleoptera：

　　Cerambycidae）”（共著），　in　Studies　Of　the

　　Behavior　and　the　Ltfe－cycle　Straregies　ofAr－

　　boreal　lnsects　in　the　lllumid　TroPics，　Kyoto

　　University，　1987．

　（4）　「プカラソガソ内での農業生産」『東南

　　アジアにおける「地域農業」の開発に関す

　　る研究』総合研究開発機構，1987．

　（s）　“Arboreal　Arthropod　Community　of

　　Mangrove　Forest　in　Halmahera，　ln－

　　donesia，　”　in　Biolog－ical　System　of　Mangrove，

　　a　RePort　of　East　lndonesian　Mangrove　Ex－

　Pedition，　Ehime　University，　19．　88．

社会生態部門

石井　米雄

1、東京外国語大学シャム語学科中退，1955．

2．京都大学法学博士，1980．

3．　東南アジア史

4．（1）東南アジアにおける王権と仏教

　（2＞　『三印法典』の研究

5．1955年，外務省入省（アジア局，在タイ大

　使館勤務）。1965年，京都大学助教授（東南

　アジア研究センター），1967年京都大学教授

　（同），1985年東南アジア研究センター所長，

　現在に至る。1965年以来，タイ，インドネシ
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　ア，インド等で現地調査に従事。1973～75

　年，ロンドン大学SOASに研究留学。

6．（1）　『戒律の救い一小乗仏教』〔世界の宗

　　教＝〕　～炎交社，　1969．

　（2）　鉢イ国一ひとつの稲作社会』（編著）

　　創文社，1975．

　（3）　『上座部仏教の政治社会学一国教の構

　　造』創文社，1975．

　（4）　『インドシナ文明の世界』〔世界の歴史〕

　　講談社，1977．

　（5）　「ボウリング・ハリス・ド＝モンティ

　　ニー三条約のタイ語テキストに関する覚え

　　書き」『山本達郎博±古稀記念・東南アジ

　　ア・インドの社会と文化』山川出版社，

　　198e．

　（6）　「タイの伝統法一『刻印法典』の性格

　　をめぐって」『国立民族学博物館研究報告』

　　8（1），　1983．

　（7）　「〈ポソサーワダーーソ〉（王朝年代記）に

　　ついての一考察」『東爾アジア研究』22（2＞，

　　1984．

　（8）　「ラタナコーシン朝初期における王権と

　　サンガーr三印法典毒「サソが布告」を

　　中心に」『東南アジア研：究』22（3），1984。

　（9）　“Modern　Buddhisrn　in　lndonesia”，　in　G．

　　Dhammapala　et　al．　（eds．），　Buddhist　Studies

　　in遅伽oz4プof　Hammalava　Saddlzatissa，

　　tVzegegoda，　1984．

　⑩　　『差異の事件誌一町文化認識の相克』

　　（編著）　巌南堂，　1984．

　（11）　「『29の訴訟項目』（Ekttnatirhsa　MU｝aga－

　　ti　Vivada）について一インド古代法

　　「パーリ化」の一一事例」『東南アジア研究』

　　23（2），　1985．

　（12）　『東南アジア世界の形成』（共著）《ビジ

　　ュアル版》世界の歴史⑫　講談社，1985．

　（13）　“The　Thai　Thammasat　（with　a　note　on

　　the　Lao　Thammasat），”　in　M．B．　Hooker

　　（ed．），　The　Laws　ofSouth　EastAsia，　Volume
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　1．　T］ie　Pre－Modern　Texts，　Butterworth　＆

　Co．　（Asia），　Singapore，　1986・

（14）　「『キッチャーヌキット』考一19世紀

　シャムの知識人とキリスト教」『東洋文化』

　67，　1987．

㈲　「『三印法典』本「プラ・タマサート」

　の構成」『東方学会創立四十周年記念東方

　学論集』東方学会，1987．

⑯　　「『三印法典』の構成について」『東方学』

　74，　1987．

⑯　『日タイ交流六〇〇年史』（共著）講談

　社，1987，

（18）　“Thai－Japanese　Relations　in　the　Pre－

　modern　Period，”　in　Chaiwat　Khamchoo　＆

　E．B．　Reynolds　（eds．），　Thai－JaPanese　Rela－

　tions　in　Historical　PersPective，　Chulalong－

　korn　University，　Bangkok，　1988．

（19）　A　Glossarial　lndex　of　the　Sukhothai　ln－

　scriptions，　〈with　O．　Akagi，　N．　Endo，　Nidhi

　AewsrivQngse，　Aroonrut　Wichienkhiew）

　Amarin　Publication，　Bangkok，　1989．

elO）　“A　Brief　Reflection　upon　the　Law　of　the

　Three　Seals，”　in　Promdaeng　Haeng

　Khwamne，　Thaikhadi　Research　lnstitute，

　Thammasat　University，　Bangkok，　1989．

坪内　良博

1。京都大学文学部，1960．

2．京都大学文学博士，1970．

3．社会学・人口学

4．東南アジアの社会と人口

5．1966年，東南アジア研究センター助手。

　1970年，同助教授，1982年，同教授。

　　1968～69年，プリンストン大学などで人口

　学に関する研修。東南アジア各地（とくにマ

　レーシアおよびインドネシア）において現地

　調査に従事する。

6．（1）　『離婚一比較社会学的研究』（共著）

　　創立社，．1970．



②　「東海岸マレー農民における土地と居

　住」『東南アジア研究』10（1），1972．

（3）　「マレーシア東海岸の天水田地域におけ

　る稲作…」『東南アジア研究』10（2），1972。

（4）　「東海岸マレー農民における結婚と離

　婚」『東南アジア研究』10（3），1972．

（5＞　「マレーシア東海岸の村落住民の収入と

　収入源一カンポン・ガロにおけるケース

　・スタディー」『東南アジア研究』10（4），

　1973．

（6）　「クラソタンの農村におけるポンド（寄

　宿宗教塾）」『東南アジア研究』ll（2），

　1973．

（7）　「マレー農村におけるイスラームと離

　婚」陳南アジア研究』13（1），1975．

（8）　“Marriage　and　Divorce　among　Malay

　Peasants　in　K：elantanT”ノburnal（）f　South　east

　Asian　Studies　（Singapore），　6（2），　1975．

（9）　『マレー農村の研究灘（共編著）三文社，

　1976．

（10）　“lslam　and　Divorce　among　Malay

　Peasants，”　in　S．　lchimura　（ed．），　Southeast

　Asia：　Nature，　Sociely　and　DeveloPment，

　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　1977．

（11）　『核家族再考一マレー人の家族圏』（共

　著）弘文堂，1977。

（12）　「目本人の口からみたインドネシア人勤

　労者」『東南アジア研究』15（2），1977．

⑯　　「コムリン川流域およびムシ川下三部に

　おける集落形成史」陳南アジア研究』17③，

　1979．

（14）Three　Malay　Villages；　A　Sociology（ゾPad一

　のGrowers　in　West　Malaysia，（共著）

　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　1979．　．

（15）　“On　the　High　Population　Growth　Rates

　of　the　Past　in　South　Sumatra，”（共著）『東

　南アジア研究毒19（1），198L

（16）　“Traditional　Migration　Pattems　in

　Southeast　Asia　and　Their　Survivai，”　four－

　nal　of　PoPulation　Studies　ainkogaku

　Kenfeyu），6，　1983．

（17）　「東南アジアにおける人口と伝統的基礎

　社会の性格一山警部を中心として」『東

　南アジア研究』21（1），1983。

（18）　「東南アジア島喚部における『小国』の

　存在形態に関するノーF」『東南アジア研

　究』　22（1），　1984．

（⑨　『東南アジア人口民族誌』野草書房，

　1986．

⑳）　「マレー農村人口の変動的性格について

　一クランタン・ガロック村開拓後史」『東

　南アジア研究』25（3），1987．

前田　成文

1．京都大学文学部，1963．

2．　シカゴ大学Ph．D．（人類学），1974．

3．文化人類学

4．（1）マレー世界の社会と文化（とくに種族間

　　の共生をめぐって）

　②　社会システムと生活慢界

5．1964年，マラヤ大学マレー学科に留学。

　1965年初頭にKedah州農村の臨地研究を3

　ヵ月行なった後，同年7月から翌年5月まで

　ジョホール州でオラン・フルの民族誌的研究

　に従事する。1967年から2ヵ年間，マラヤ大

　学において日本学講座の講師を勤めた後，

　1969年にセンターに奉職。1971年から1年

　間，マラカ州の農村で主として社会経済的な

　データに基づいて，家族，世界観の研究を行

　う。1974年から75年にかけて南ベトナムのメ

　コン・デルタの農村のリーダーシップの調

　査。同年11月から翌年3月までインドネシ

　ア，南スラウェシの調査。南スラウェシの調

　査は1980年に再び開始し，1984年まで3次に

　わたって，主として非ムスリム教徒も住む平

　地村落で調査を継続する。その他，リアウ，
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　スリランカ，南インド，マダガスカル，メラ

　ネシアでも短期間のサーベイを行う。1977年

　から79年にかけてジャカルタの日本大使館に

　勤務。

6．（1）　「マレー半島におけるジャクソの親族名

　　称」解東南アジア研究』4（5＞，1967．

　②　「マラヤにおけるジャクソの家族構成の

　　特質」『東南アジア研究』5（3），1967．

　（3）　「ジャクン（オラン・フル）の結婚と離

　　婚」『東南アジア研究』6（4），1969．

　（4）　「マラヤ原住民の経済生活」『アジア経

　　済』　10（5），　1969．

　㈲　　「ジャクン・コミュニティの社会秩序」

　　『東南アジア研究』7（3），1969．

　（6）　「双三的親族組織におけるイトコ婚」『東

　　南アジア研究遍10（4），1973．

　（7）　“The　Aftereffects　of　Hajj　and　Kaan

　　Buat，”　fournal　of　Sotttheast　Asian　Studies

　　（Singapore），　6（2），　1975・

　（s）　“Family　Circle，　Community　and　Nation

　　in　．Malaysia，”　Current　AnthroPology，　16，

　　1975．

　（9）　『マレー農村の研究』（共編著）凹凸社，

　　1976．

（10）　「コミュニティ宗教におけるシンボリズ

　　ム」『東爾アジア研究』14（3），1976．

ω　　響核家族再考一マレー人の家族圏』（共

　　著）弘文堂，1977．

（12）　“The　Malay　Family　as　a　Social　Circle，”

　『東南アジア研究』16（2），1978，

（13）　「屋敷地共住集団と家族圏」（共著）『東

　南アジア研究』18（2），1980．

⑯　「生活環境と社会組織一門スラウェシ

　　の一山村誌」『東南アジア研究』20（1），

　　1982．

（15）　「稲作儀礼雑観」渡部忠世（編）『南繭

　諸島農耕における南方的要素』京都大学東

　南アジア研・究センター，1982．

（16）　“A　Melakan　Farming　Village，”　in　P．
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　Wheatley　and　K．S．　Sandhu　（eds．），　Melaka：

　The　Transformation　of　a　Mala3，　CaPital　c．

　1400－1980，　Oxford　University　Press，　1983．

（17）　「マレーシアの家族」原ひろ子（編）『諸

　文化と家族』至文堂，1983．

⑱　　「差異の文化論」石井米雄（編）『差異

　の事件誌一植民地時代の異文化認識の相

　克』巌南堂，1984．

⑲　　「世帯と親族」石井米雄（編）『東南ア

　ジア世界の構造と変容』創文社，1986．

⑳　『東南アジアの組織原理』勤草書房，

　1989．

桜井由躬雄

L　東京大学文学部，1967．

2．東京大学文学博士，1989．

3．東南アジア史

4．　清仏戦争後の二仏抵抗

5．1977年，東南アジア研究センター助手に採

　用される。1983年，同助教授に昇任，現在に

　至る。

　　東・東南アジアの土地制度・農業開発・反

　植民地運動などに関する現地調査・資料収集

　のため，1977年タイ（1ヵ月），1978年タイ

　他3ヵ国（10ヵ月），1980～81年インドネシ

　ア他2ヵ国（2ヵ月），1982年インド。スリ

　ラソカ（3ヵ月），1983年フランス（2ヵ月），

　1985～87年ベトナム（2年）などに赴いた。

6，（1）　「永盛均田例の周辺」『東洋学報』56（2

　　・　3　・　4），　1975．

　②　　「ヴェトナム中世二丁の研究」『東南ア

　　ジアー歴史と：文化』5，1975．

　（3）　「永盛均田例の研究」『史学雑誌』85（7），

　　1976．

　（4）　「19世紀初期ヴェトナム村落内土地占有

　　状況の分析一嘉隆4年山南下鎮地簿を中

　　心として」『東南アジアー歴i史と文化』6，

　　1976．

　㈲　「嘉隆均田例の分析」『東南アジア研究』



　14（4），　1977．

（6）　『東南アジア現代史皿　ヴェトナム・

　カンボジア・ラオス』（共著）山川出版社，

　1977．

⑦　　「19世紀初期ヴェトナム村落内土地占有

　状況の分析再論」『東南アジアー歴史と

　文イヒ』　7，　1977．

（8）　「黎朝下ヴェトナム村落における漂法話

　民の分析（1）」上・下，il東南アジア研究』

　15（4）1　16（1），　1978．

（9）　「雛田問題の整理一古代紅河デルタ開

　拓試論」窪東南アジア研究』17（1＞，1979．

⑩　　「10世紀紅雨デルタ開拓試論」『東南ア

　ジア研究』17（4），1980．

（11）　「李朝期（1010－1225）紅河デルタ開拓

　試論一デルタ開拓における農学的適応の

　終末」『東南アジア研究』18（2），1980．

（12）　「明命均田例の周辺」『東洋史研究』39（3＞，

　1980．

（13）　「糧田制の研究一19世紀ヴェトナムに

　おける兵士職田の成立」『南方文化』8，

　1981．

（14）　「18世紀および19世紀初期紅河デルタに

　おける流散村落の研究」響東南アジア研究』

　20（2），　1982．

㈲　『中国江南の稲作文化一その学際的研

　究』（共編）日本放送出版協会，1984．

⑯　「ベトナム（近・現代）」島田凄次他（編）

　『アジア歴史研究入門5』同朋舎，19　84．

⑰　『東南アジア世界の形成』（共著）講談

　IC－ii，　1｛85．

（18）　“Number　of　Villages（Xa）　in　Medieval

　Viet　Nam，”　Social　Science，　V，　Hanoi，

　1986．

⑲　　「紅河デルタの開拓」渡部忠世・高谷好

　一（共編）『稲のアジア史』第2巻，小学

　館，1987．

⑳　『ベトナム村落の形成』創文社，1987．

五十嵐忠孝

1．東京大学医学部，1970．

2．東京大学保健学修士，1972．

3．人類生態学

4．（D　小人蘭学

　（2＞栄養と生業機構

5．　1975年，東京大学医学部保健学科助手に採

　用される。1982年，群馬大学医学部助教授に

　昇任，1984年，東南アジア研究センターに酉己

　置換となり，現在に至る。

　　1970～73年，トカラ列島でヒトの個体群生

　態学的調査，1974～75年，韓国の一農村で人

　口移動の調査，1978年以降，インドネシア西

　ジャワ州のスンダ人村落で小人口学，栄養と

　生業機講に関する調査などに従事する。

6．（1）　“Change　in　Daily　Activity　Patterns　dur－

　　ing　the　Ramadan　in　an　lsiamic　Society，”　in

　　Pf’oceedings　of　the　Second　lnternational　Sym－

　　posium　on　Asian　Studies，　1980，　Vol．　」，

　　Asian　Research　Service，　Nong　Kong，

　　1981．

　②　　「個人年齢の推定方法に関する若干の覚

　　え書き一西部ジャワ・スンダ人村落での

　　調査から」窪東南アジア研究』20（2），1982．

　（3）　“Seeking　the　Dates　of　Birth　of　Children：

　　An　Age－Estimation　Method　that　Combines

　　Dental　Age　with　lndigenously　Expressed

　　“Time　of　Birth”　for　Use　in　Priangan，　West

　　Java，　”　in　Proceedings　of　tlte　Fourth　lnterna－

　　tional　SNmPosium　on　Asian　Stztdies，　1982，

　　Vo1．皿，　Asian　Research　Service，　Hong

　　Kong，　19．　83・

　（t；）　「漁携と農耕の比較生態一西部ジャワ

　　・ブリアガン地方での調査から」大塚柳太

　　郎（編）『生態人類学』至文堂，1983。

　（r））　“Locality－Finding　in　Relation　to　Fishing

　　Activity　at　Sea，”　in　B61a　Gunda　（ed．），　The

　　Fishing　Cztltt｛re　of　the　World：　Sti｛dies　in

29



　Ethnology，　Cultural　Ecology　and　Folfelore，

　Akaderniai　Kiad6，　Budapest，　1984．

（6）　『インドネシア人類生態学調査集成』（共

　編）日産科学振興財団，1984、

（7）　「西ジャワ・ブリアガン高地における水

　稲耕作一若干の人類生態学的観察」『農

　耕の技術』7，1984．

⑧　「西ジャワ。ブリアガン高地の食糧資源

　と人口」小石秀夫・鈴木継美（編）『栄養

　生態学毒恒和出版，1984．

⑨　「インドネシアの人口，出生，死亡」『医

　学のあゆみ』132，1985．

（lo）　Human　Ecological　Survey　in　R”ral　West

　fava　in　1978　to　1982’、A　Prりject　RePort，（共編

　著）Nissan　Science　Foundation，　Tokyo，

　1985．

（ID　“Some　Biosocial　Variables　That　May　Ac－

　count　for　Fertility　Patterns　iR　the　Sundane－

　se　Society，　in　Health　Ecoiogicai　Sttrvのy　in

　lndonesia　in　1983184，　Part　1，　Department　of

　Public　Health，　Gunma　University，

　Maebashi，　1985．

（12）　“Biosocial　Variables　Affecting　Sundane－

　se　Fertility，　West　Java，”　Man　and　Cultasre

　in　Oceania，　3，　1987．

統合環境音BF『

矢野　　暢

1．京都大学法学部，1959．

2．京都大学法学博士，1970．

3．政治学，地域研究論

4．（1）タイ国の現代政治史

　（2＞東南アジアの国家構造

　（3）近代E本の南方関与

5．1966～68年，大阪外国語大学タイ語科専任

　講師としてタイ語およびタイ国事情を講義。

　1968～72年，日本外交史講座の助教授として

　広島大学政経学部に在職する。その間，1968

se

　～69年，米国ジョージ・ワシントン大学客員

　準教授として，東南アジア国際関係の研究に

　従事する。1972年，東南アジア研究センター

　に助教授として着任，1978年，同教授に昇任

　し，現在に至る。

　　1964～66年，タイ国南部のタイ・イスラム

　農村に単身定着調査を行なったのをはじめ，

　タイ国を中心に，東南アジアの各地で，今日

　まで数次にわたる現地調査を行なっている。

　そして，独創的な国家論を中心に，生態学的

　な政治学を開拓し，旧来の政治学に新しい次

　元をひらいている。また，体系的な東南アジ

　ア学の構築にも関心をもち，「地域」認識の

　パラダイムを求めて，理論的模索を重ねてい

　る。

6．（1）　「南タイの土地所有一タイ・イスラム

　　村落におけるケース・スタディ」『東南ア

　　ジア研究』4（5），1967．

　②　『タイ・ビルマ現代政治史研究（付録「タ

　　イ・ビルマ現代政治史史料集纂」）』創文

　　社，1968．

　（3）　“Sarit　and　Thailand’s　Pro－American

　　Policy，”　The　DeveloPing　Econonzies，　6（3），

　　1968．

　（4）　「南タイにおける通婚圏の形成」『東南

　　アジア研究』7（4＞，1970，

　（5）　r南タイ農村民の村外居住体験につい

　　て」ll東南アジア研究』8（2），1970．

　（6＞　「南タイ農村の経済生活」『東南アジア

　　研究灘　8（4），　1971．

　（7）　「タイ国の政治指導の特性一サリット

　　『革命団布告』を主題に」『アジア経済』

　　12（7），　1971．

（8）　「南タイ農村の発展史的把握（一）一

　　派生村形成の社会過程」『東南アジア研究』

　　12（1），　1｛74．

（9）　『「南進」の系譜』中央公論社（中公新

　　書），　19　75．

㈹　rタイにおける『革命団布告』の政治機



　能一73年『10月政変』の背景についての

　一考察」『東南アジア研究』12（4），1975．

ω　　『日本の南洋史観』中央公論社（中公新

　書），　1979．

（12）　ガ東南アジア世界の論理』中央公論社（中

　公叢書），1980．

（13＞　「国民形成への『文化主義』的接近」年

　報政治学『国民圏家の形成と政治文化』

　1978年度版，岩波書店，1980．

（14）　「タイ國における『郡長』の政治機能

　一《ラーチャカーン》の政治的本質との

　関連で」『東南アジア研究』18（2＞，1980．

⑯　　『南北問題の政治学誘中央公論社（中公

　新書），1982．

⑯　　「地域研究と政治学」年報政治学『政治

　学と隣接諸科学の間』1980年度版，岩波書

　店，1982．

⑳　『東南アジア世界の構図』日本放送出版

　協会（NHKブックス），1984．

（18）　『冷戦と東南アジア』中央公論社，1986．

㈲　　『講座政治学1▽　地域研究』（編著）三

　嶺書房，　1987．

⑳　「「介入体制」としてのタイ国政治」『東

　南アジア研究』25（3），1987．

土屋　健治

1．東京大学教養学部，1966．

2．東京大学社会学博士，1981．

3．政治思想論

4．（1）インドネシア政治論

　（2）　ジャワ文でヒ史言命

5．　工968～70年，インドネシア共和国ガジャ・

　マダ大学に留学。1973年，千葉大学人文学部

　助手に採用される。1974年，東南アジア研究

　センター助手に配置換，1978年，助教授，

　1988年，教授に昇任，現在に至る。

　　1975年，インドネシア国立博物館（ジャカ

　ルタ），タマン。シスワ図書資料館（ジョク

　ジャカルタ）等にてインドネシアナショナリ

　ズムに関する研究に従事。1975～77年，ラィ

　デγ大学，王立言語二野文化研究所（ライデ

　ン），旧植民地省文書下等にてインドネシア

　ナショナリズムに関する研究に従事。1979～

　80年，インドネシア大学客員教授として「イ

　ンドネシア政治思想史論」および「東南アジ

　ア社会論」の講義を行う。1982年，コーネル

　大学東南アジアプPグラムの客員研究員とし

　てジャワ文化に関する研究に従事。1983年，

　タイ，フィリピン，インドネシア，1984～85

　年，インドネシア，1986～87年，タイ，1988

　年，インド，インドネシア，1989年，モロッ

　コ，インドネシアにおいて現代国家論に関す

　る調査を行う。

6．（1＞　“F岨gsi　Taman　Siswa　Dalam　Pergera－

　　kan　Nasional　lndonesia　Khususnya　Dalam

　　Tahun　Tigapuluhan，”　P－usara，　40（7），　1970．
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　（3）　「サミソ運動とインドネシア民族主義」
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⑬　　「カルティニの心象風景」ぽ東南アジア

　研究』22（1），1984．
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32

　　　接近

　（3）　ミナンカバウ母系制社会の変容：西スマ

　　　トラ，クアンタン，ヌグリ・スンビラン
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　　イスラームと母系制の関係について」『東
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　南アジア世界の構造と変容』創文社，1986，
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　Jakarta，”　Contributions　to　Southeast　Asian
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（E7）　Nasab　Jbu　dan　Merantau；　Ti’adisi
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　dan　Pustaka，　1989iN

木之内秀彦
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2．京都大学法学修±，1986．
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4．ベトナム戦争
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吉原久仁夫

1．　カリフォルニア大学（バークレー校），

　1966．
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　　企業と斑族系企業］il東南アジア研究』13（2），

　　1975．

　（7）　Foreign　lnvestnzent　and　Domestic

　　ResPonse：　A　Study　of　SingaPore’s　in－
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　　Research　Notes　and　Discussion　Paper　No．

　　41　（lnstitute　of　Southeast　Asian　Studies，

　　Singapore），　1983．
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　Business　Empire　in　Southeast　Asia，（編）

　CSEAS，　1989．
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（19，）　“Thailand：　lndustrialization　without
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　　（Singapore），　6（2），　1975・

　（2）　“Econometric　Growth　Model　and

　　Forec’asting　Simulations　for　Postwar

　　Japan：1952－1980，”『季干199e論経済学』26（3），

　　1975．

　（3）　“Growth　Accounting　of　the　Philippines：
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　A　Comparative　Study　of　the　1965　and　1969

　1nput－Output　Tables，　”　Phili　Pine　Economic

　／b347銘σ」，14（4），1975．

（4）　“Growth　Accounting　of　the　Philippines：

　The　Demand－for－OUtput　Side，”『東南アジ

　ア研究』15（1），1977．

（5）　『日：本経済のモデル分析』創文社，1977．

（6）　“Growth　Accounting　of　Postwar　Japan：

　The　lnput　Side，”『黍刊理論経済学』29（3），

　1978．

（7）　“Mnking　National　Econometric　Models

　of　Japan，　U．S．A．　and　the　East　and

　Southeast　Asian　Countries－A　Pilot

　Study，”『菓南アジア研究』17（2＞，1979．

（8）　“The　Bank　of　Thailand　Model　and　lts

　Application　to　Policy　Simulations，”『東南

　アジア研究』18（1），1980．

（9）　「東南アジア輸出成長の諸要因帰需要

　サイドからの計量分析（1967－76年）」『東

　南アジア研究』19（3），1981．

（IO）　“An　Econometric　Model　of　lndonesia

　with　Particular　Reference　to　the　Monetary

　Sector：1970－1980，”『東南アジア研究』21（2），

　1983．

（11）　“An　Econometric　Link　System　for　the

　East　and　Southeast　Asian　Countries，　Japan

　and　the　United翫ates，”（共著）ゼ東南アジ

　ア研究』22（3），1984．

㈱　　『経済発展論』（共編著）創文社，1985．

⑯　Econometn’c　Models　of　Asian　Linfe（共編

　著），Springer－Verlag，1985．

（14）　“A　Computable　General　Equilibrium

　Model　of　the　Japanese　Economy，”　Kobe

　Economic　and　Business　Review，　No．　32，

　1986．

（15）　DeveloPment　Planning　and　Policies　in

　・4SB42V　Co観漉θs（編著），（科学研究費報

　告書），　1987．

⑯　　「石油価格・財政金融政策・構造変化の



　マクロ・イソパクトータイ経済の一般均

　衡（CGE）分析一」『東南アジア研究』25（3），

　1987．

（17）　「石油価格変化・租税政策のマクv。イ

　ソパクトー一般均衡（CGE）モデルに基

　づくインドネシア・フィリピン・タイ・日

　本の国際比較分析一」（共著）＄経済研究』

　39（1），　1988．

⑯　「石油価格変化のマクロ・インパクト

　一日本経済の一般均衡（CGE）分析一」

　『季干聾理言説経i済学』　40（2），　1989．

（19）　「インドネシアにおける逆オイル・ショ

　ックと構造調整政策一CGEモデルに基

　づく1980年と1985年の比較静学分析一」

　＃東南アジア研究』27（4），1990（近刊）．

eo）　“Economic　Development　of　ASEAN

　Countries　and　Their　Prospects　Towards

　NICs，”　Asian　Economic　Outlook，　East－West

　Center，　Hawaii　（forthcoming）．

高阪 章

1．京都大学経済学部，1972．

2．　スタンフォード大学Ph．D．（経済学），

　1984．

3．　国際経済学。経済発展論

4．（1）東南アジア諸国の対外債務とマクロ経済

　　　運営

　（2）アジア諸国の金融的発展

5．アジア経済研究所研究員（1975－88年）を

　経て，1988年，東南アジア研究センター助教

　授として着任，現在に至る。

　　この間，韓国，台湾，マレーシア，シンガ

　ポール，香港，インドネシア，タイ，フィリ

　ピンで現地調査を実施した他，1986－87年，

　一橋大学経済研究所客員助教授，1987－88年，

　ハーバード大学経済学部客員研究員として発

　展途上国のマクロ経済政策の研究に従事した。

6．（1）　「発展途上国のマクP金融モデル」『ア

　　ジア経済』22（9），1981．

（2）　Exchange　Rate　Policies　in　High－lnflation

　LDCs－A　Case　of　Bra2il一　（Roberto　Fendt，

　Jr．と共著），　Joint　Research　Project　Series，

　44，　lnstitute　of　Developing　Economies，

　1984．

（3）　Yen－Dollar　Exchange　Rate　Determina－

　tion：1973－82，　Ph．D．　Dissertation，　Stanford

　University，　1984．

（4）　“lntroduction　（to　the　Special　lssue　on

　Monetary　and　Fiscai　Aspects　of　Economic

　Development），”　DeveloPingEconomies，　22（4），

　1984．

（5）　“The　High　lnterest　Rate　Policy　under

　Financial　Repression，　”　DeveloPingEconomies，

　22（4），　1984．

（6）　「中進国における対外調整政策：総論」

　『アジア経済』26（9），1985，

（7）　「交易条件と実質為替レート」『アジア

　経済』　26（9），　1985．

（8）　「アジア諸国の為替政策」『アジア経済』

　26（9），　1985．

（9）　「第2次石油危機後のブラジルの為替

　レート政策」『アジア経済』26（9），1985．

ω　　「経済発展と高金利政策」擢金融学会報

　告』61，1985．

（11）　『経済発展と財政金融』（伊東和久，田

　近栄治と共編），アジア経済研究所，1985．

⑫　「経済発展における金融の役割」『アジ

　ア経済』27（9－10），1986．

（13）　「アジア諸国の金融自由化とそのイソパ

　クト」『アジア経済：』28（12），1987．

（14）　“Financial　Liberalization　in　Asian

　NICs－A　Comparative　Study　of　Korea　and

　Taiwan　in　the　1980s一，”　DeveloPing

　Economies，　25（4），　1987．

㈲　「金融規制緩和と金融的発展」『金融学

　会報告』65，1988．

⑯　「発展途上国における対外借入れとマク

　ロ安定化政策一チリ・韓鼠の事例比較
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　一」『経済研究』39（1），1988．

㈲　「経済発展における金融の役割一高度

　成長期の日本の事例研究一」山澤逸平

　（編）『日韓経済発展比較論』総合研究開

　発機構，1988．

⑱　「発展途上国における金融自由化」『金

　融学会報告』66，1988．

〈lg）　“The　Role　of　Finance　in　Postwar

　Japan’s　Economic　Development，”　in

　Chung　H．　Lee　and　lppei　Yamazawa　（eds．），

　Economic　DeveloPment　ofJaPan　and　Korea：

　A　Parallel　with　Lesso7rs，　Praeger　Pub－

　lishers　（forthcoming）．

㈲　　「発展途上国の対外借入れ戦略一1980

　年代東南アジア諸国のマクロ経済運営

　一」伊藤元重・石見徹（編）f国際資本移

　動と累積債務』東京大学出版会（近刊）．

人間環境部門

福井　捷朗

1
2
3
4
一
b

京都大学農学部，1961．

京都大学農学博士，1974．

農業生態

東北タイ，ヤソトソ県の農業生態

1964～69年，タイ国カセサート大学及び農

務省米穀局にて稲作を研究。1967年，京都大

学東南アジア研究センター助手に採用され

る。1969年同農学部助手，1974年同東南アジ

ア研究センター助手。1975年同助教授，1987

年同教授に昇任，現在に至る。1982年より京

都大学大学院農学研究科熱帯農学専攻助教

授，1987年同教授を併任。

　1972年タイ及びジャワ，1974年目コンデル

タ，1976年イラワディデルタ及びサラワク，

1977年西マレーシア，1979年スマトラ及びル

ソン島，1979年，1980年タイにおいて，それ

ぞれ数ヵ月の現地調査に従事する。1975年，

オランダ農科大学にて研究。1981～82年及び
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　1983年，東北タイ村落定着調査に従事する。

　1986年，1989年，県レベルの農業生態調査の

　ため東北タイにて現地調査に従事する。

6．（1）　“Environmental　Determinants　Affecting

　　the　Potential　Dissemination　of　High

　　Yielding　Varieties　of　Rice：　A　Case　Study

　　of　the　Chao　Phraya　River　Basin”『東南ア

　　ジア研：究』9（3），1971．

　②　「気候変動と湿潤熱帯の農業」『科学』49

　　（3），　1979．

　（3）　「サラワク低地の土地利用と未利用」『東

　　南アジア研究』17（4），1980．

　（4）　「火遮水褥の論議によせて」『農耕の技

　　術』3，1980．

　（5）　“Climatic　Variability　and　Agriculture　in

　　Tropical　Mois＃　Regions，　”　in　Proceedings　of

　　The　World　Climate　Conference，　Geneva，

　　February　1979　（WMO－No．　537），　World

　　Meteorological　Organization，　Geneva，　1980．

　（6）　“Variability　of　Rice　Production　in

　　Tropical　Asia，”　in　Drought　Resistance　in

　　CroPs　with　EmPhasis　on　Rice，　lnternational

　　Rice　Research　lnstitute，　Los　Banos，　1982．

　（7）　A　Rice－Growing　Village　Revisited：　An

　Integrated　Study　of　Rural　Development　in

　A［ortheast　Thailand　（The　First　（1983），　Se－

　　cond　（1985）　and　Third　（1988）　lnterim

　　Reports），（共編著）CSEAS，　K：yoto　Univ．

　（8）　「東南アジア低湿地の土地利用」『東南

　　アジア研究』21（4），1984．

　（9）「エコロジーと技術；適応のかたち」渡

　　部忠世・福井捷朗（共編）『稲のアジア史』

　　第1巻『アジア稲作文化の生態基盤』小学

　　館，1987．

⑯　　fドンデーン村一東北タイの農業生態

　一』　倉1」文社，　1988．

田中　耕司

1．京都大学農学部，1969．



2．京都大学農学修士，1972．

3．作物学

4．（1）熱帯アジアにおける水田・畑の伝統的作

　　付体系

　（2）インドネシアの移住民の農業適応

5．1973年，京都大学農学部助手に採用され

　る。1979年，東南アジア研究センター助手に

　配置換，1984年，助教授に昇任，現在に至る。

　　この間，1974年，ビルマにおいて栽培稲の

　変遷の調査，1978～79年，ビルマ，アッサム

　において野生イネの分布と栽培イネの生態型

　分化の調査に従事。1979年，インド，スリラ

　ンカにおいてクロッピングシステム，作物生

　産，食糧構造の比較研究調査を行う。1980～

　85年置かけて3次にわたり，インドネシアに

　おいて熱帯島績域の人の移動に関わる環境形

　成過程の研究調査に参加，その後，イソドネ

　シア，バングラデシュ，マダガスカルでも調

　査を行う。

6。（1）　「ビルマにおける栽培稲の変遷と稲作の

　　展開」（共著）『東南アジア研究』19（2），

　　1981．

　（2）　“Traditional　Cropping　Systems　of　Small

　　Farmers　in　the　Central　and　Southern　Dec－

　　can　Plateau　Area，”（共著）『東南アジア研

　　究』　19（2），　1981．

　（3）　“Agricultural　Adaptation　by　Spon－

　　taneous　Migran亡s　to　Northern　Kabupaten

　　Luwu，”　in　Mattulada　and　N．　Maeda　（eds．），

　　Villages　and　Agricrtltural　LandscaPe　in

　　South　Sttlawesi，　CSEAS，　Kyoto　Univ．，

　　1982．

　（4）　ヂビルマの農業と農民」『国際農林業協

　　力』5（1），1982．

　㈲　「南スラウェシ州ルウ県北部への人の移

　　動と水田農耕の技術変容」『東南アジア研

　　究』　20（1），　1982．

　（6）　「踏耕の系譜」（共著）渡部忠世（編）『南

　　西諸島農耕における南方的要素』（科学研

　究費報告書），東南アジア研究センター，

　1982．

（7）　“Potential　Productivity　of　Rice　in　the

　Low－Country　Wet　Zone　of　Sri－Lanka，”（共

　著）　fAR（？，17（2），1983．

⑧　　「与那国島の水田立地と稲作技術一東

　南アジア島纏部稲作との関連においてlf東

　南アジア研究』21（3），1983．

（9）　”Agricultural　Adaptation　among　Bugis

　Spontaneous　Migrants－A　Case　Study　in

　Northeastern　Kabupaten　Luwu，”　in　N．

　Maeda　and　Mattulada　（eds．），　Transforma－

　tion　of　the　Ag’ricrtlttfral　LandscaPe　in　ln－

　donesia，　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1984．

（10＞　「ジャワの耕地利用と食用作物栽培」栗

　原浩教授定年退官記念出版会（編）『耕地

　利用と作付体系』大明堂，1984．

（11）　「東南アジア島醍部の環境と農業適応

　一開拓地入植者にみる適応のかたち」石

　井米雄（編）澤東南アジア世界の構造と変

　容』雑文社，1985．

（12）　「杵と臼の文化史」大林太良他（編）『田

　園祝祭　さと渥旺文社，1986．

（13）　“Bttgis　and　Javanese　Peasants　in　the

　Coastal　Lowland　of　the　Province　of　Riau，

　Sumatra：　Differences　ln　Agricultural　Adap－

　tation，”　in　T．　Kato　et　al．　（eds．），　Environ－

　ment，　Agricrtlture　a7id　Society　in　the　Malay

　vrorld，　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1986i

（14）　“A　Note　on　Spontaneous　Migrants　and

　Their　Settlements　in　Northeastern

　Kabupaten　Luwu，　South　Sulawesi，”　in　K．

　Tanaka　et　al．　（eds．），　Environment，　Landuse

　and　Society　in　Wallacea，　CSEAS，　Kyoto

　Univ．，　1986．

⑯　　「稲作技術の類型と分布」渡部忠世・福

　井捷朗（共編）『稲のアジア史』第1巻，

　ノj、学館，　1987．

⑯　「近世における集約稲作の形成」渡部忠
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　世・田中耕司（共編）『稲のアジア史』第

　3巻，小学館，1987．

（17）　「熱帯降雨林気候下の農民農業一東南

　アジアの場合」『熱帯農業』31（2），1987．

（18）　“Rice　and　Rice　Culture・in　Madagascar，”

　in　Y．　Takaya　（ed．），　Madagascar．’　Perspec－

　tives　from　the　Malay　vaorld，　CSEAS，　Kyoto

　Univ．，　1988．

㈲　「稲作技術発展の論理一アジア稲作の

　比較心術論に向けて」『農業史年報』2，

　1988．

⑳　「マダガスカルのイネと稲作」『東南ア

　ジア研究』26（4），1989．

河野　泰之

L　東京大学農学部，1981．

2．東京大学農学心土，1986．

3．　土地・水利用

4．（1）天水田から正心田への展開過程

　（2）タイの農業生態

　（3）天水切水稲作の水文環境

5．　1987年東南アジア研究センター助手に採用

　され，現在に至る。1981年置ャワ島において

　水源補強と末端水路整備の効果と影響の調

　査，1983～84年タイにおいて天水田地域の土

　地・水利用の調査，スリランカ及び南インド

　においてため面面概田地域の土地・水利用の

　調査，1986年ルソン島において天水田と灌概

　田の水文環境の比較調査，1989年イラン，イ

　ラク，エジプトにおいて水利調査に従事する。

6．（1）　「熱帯農業開発における水園の意義」『農

　　業土木学会誌』51（1），1983．

（2）　℃h．6．　Land　and　Water／Hydrography”

　　and　“Ch．8．　Agricuiture－EnvironmeRt　ln－

　　teractionバVater　Stress　and　Rice　Produc－

　　tion，”　in　H．　Fukui　et　al．　（eds．），　A　Rice－

　　Growing　Village　Re’visited：　An　fntegrated

　　Study　of　Rural　DeveloPment　in　Northeast

　　Thailand　（The　Second　lnterirn　Report），

4e

　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1985・

（3）　「東北タイ・ドンデーン村：稲作の不安

　定性」『東南アジア研究』23（3），1985．

（4＞　「熱帯モンスーン地域の天水田の農業国

　盤の研究」東京大学博士論文，1985．

㈲　「タイ国東北部の天水田の水文環境と水

　翠畦開発」　『拓殖学研究』　26，1986．

（6＞　「天水田における土地改良［ew一の経済効

　果」『農業土木学会誌255（9），1987．

（7）　“Ch．3．　Instability　of　Rice　Production　and

　Its　lmplications，”　in　H．　Fukui　et　al．　（eds．），

　A　Rice－Growing　Yillage　Revisited：　An　ln－

　tegrated　Study　of　Rural　DeveloPment　in

　Northeast　Thailand　（The　Third　lnterim

　Report），　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1988．

客員教官

大野　　徹

1．大阪外国語大学ビルマ語学科，1960．

2．京都大学文学修士，1963．

3．　ビルマ語，ビルマの政治経済史

4．（1）現代ビルマ語の語彙論的研究

　（2）現代ビルマの政治経済構造

5．1965年，大阪外国語大学ビルマ語学科助手

　に採用される。1966年，同講師，1970年，同

　助教授，1980年，同教授に昇任，現在に至

　る。1989年4月より東南アジア概究センター

　併任教授を兼ねる。

　　ビルマの政治経済史調査および史料蒐集の

　ため，1972年と1973年（科学研究費による現

　地調査）の2回，それぞれ5ヵ月間ずつビル

　マへ出張。1980年には，在外研究員として1

　年間ビルマに滞在し，政治経済史の研究に従

事する。また，1967年から69年までの2年

　間，コロンボ計画に基づく専門家としてラン

　グーン外国語学院で日本語教育を担当，1987

年には大連外国語学院で中国人大学院生に日

本語の予備教育を実施する。



6．（D　「ビルマにおけるカレン民族の独立闘争

　　史」『東南アジア研究』7（3）（4），8（1），1969

　　－70．

　②　『ビルマの社会と経済』アジア経済研究

　　所，1972．

　（3）　「ビルマ」松本重治（編）r東南アジア・

　　ハンドブック』毎日新聞社，1972．

　（4）　『ビルー？・一その社会と価値観』（共

　　著），現代アジア出版会，1975．

　㈲　　「小数民族の運動と中ソ対立」浅野幸穂

　　（編）『中ソ対立とアジア，1968－75』アジ

　　ア経済研究所，1977．

　（6）　『パガンの仏教壁画選講談社，1978．

　（7）　『東南アジアと国際関係』（編），晃洋書

　　房，1979．

　⑧　ガビルマ語辞典』（共編），日本ビルマ文

　　化協会，1979．

　（9）　『ビルマの仏塔』講談社，1980．

　（le）　「＝ソバウン時代のビルマ人留学生」永

　　積昭（編）『東南アジアの留学生と民族主

　　義運動』巌南堂，1981．

　（11）r日本語ビルマ語辞典離（共編）ビルマ

　　政府教育省，1982．

　（12）　『英語対照ビルマ語会話』大学書林，

　　1982．

　㈲　「ビルマ」（共著）『東南アジア現代史』

　　有斐閣，1982．

　（14）　「歴史的背景」綾部恒雄，永積昭（編）

　　『もっと知りたいビルマ』弘文堂，1983．

　㈲　f現代ビルマ語入門』泰斗社，1983．

　（16）　「英緬戦争と英緬両国の反応」石井米雄

　　（編）『差異の事件誌』巌南堂，1984．

　（17）　「ビルマ」（共著）『アジア歴史研究入門』

　　同朋舎，1984．

　（18）　『ビルマ語常用6000語』大学書林，1984，

　⑲　　『ビルマ語四週間』大学書林，1986、

　㈲　『東南アジア大陸の言語』大学書林，

　　1987．

西村　重夫

L　広島大学教育学部，1974．

2．広島大学教育学修士，1978．

3．　　髪ヒ較教育学

4．（1）インドネシアの国民教育

　（2）パンチャシラ道徳教育の研究

5．　1976～77年，インドネシア・バンドゥン教

　育大学に留学。1979年，美作女子大学短期大

　学部講師。1982年，美作女子大学講師。1983

　年，同大学助教授。1984年，九州大学教育学

　部附属比較教育文化研究施設講師。1988年，

　同研究施設助教授，現在に至る。1989年，東

　南アジア研究センター併任助教授。

　　1986～87年，パソドゥγにおいてパンチャ

　シラ道徳教育の贋究に従事。

6．（1）　「インドネシアの学校」沖原　豊（編）

　　『世界の学校』有信堂，1981．

　②　「インドネシアにおける教育目的の変遷

　　に関する一考察」『美作女子大学。美作女

　　子大学短期大学部紀要』28，1983．

　（3）　「インドネシア」阿部　洋（編）『世界

　　の幼児教育1，アジア』日本らいぶらり，

　　1983．

　㈲　「インドネシアの独立戦争期における教

　　育政策の成立過程」『九州大学比較教育文

　　化研究施設紀要』36，1985．

　（5＞　「パンチャシラ道徳教育の成立と発展」

　　粕本比較教育学会紀要』12，1986．

　（6）　「パンチャシラ道徳教育の構造」『九州

　　大学比較教育文化研究施設紀ees37，1986．

　（7）　「パンチャシラ道徳教育の諸相」『九州

　　大学比較教育文化研究施設紀要』38，1987．

　（8）　「インドネシアの教育における伝統と革

　　薪」権藤与志夫・弘中和彦（編）『アジア

　　の文化と教育』九州大学出版会，1987．

　（9）　「パンチャシラ道徳教育の方法論」『九

　　州大学比較教育文化研究施設紀要』39，

　　1988．
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（10）　“Perbandingan　Pendidil〈an　Moral　di

　Indonesia　dan　Jepang，”　Mimbar　Pen－

　didikan，　8（3），　1989．

（11）　「インドネシアにおけるイスラーム教育

　の構造一小学校用教科書の内容分析を中

　心として一」『九州大学教育学部紀要（教

　育学部F弓）』　34，　1989，

（12）　「マレーシアにおけるイスラーム教育の

　構造一中学校用教科書の内容分析を中心

　として一」『九州大学比較教育文化研究

　施設糸己要』　40，　1989，

（i3＞　「国民教育の発展戦略」馬越　徹（編）

　『現代アジアの教育』東儒堂，1989．

（14）　「イソyネシアー多様性の中の統一を

　めざす教育一」馬越徹（編）『現代ア

　ジアの教育』東急堂，1989．

2．資　料　部

北野　康子

1．長崎大学教育学部，1962．

2，　ハワイ大学MATESL（Master　of　Arts　in

　Teaching　English　as　a　Second　Language），

　1968．　ハワイ大学MLS（Master　of　Library

　Studies），　1971．

3．図書館学

4．（1）東南アジア研究資料の目録情報

　（2）　ライブラリー・オートメーション

5．！966～68年，East－West　Center奨学生，

　1969～71年，ハワイ大学大学院にて図書館学

　を修める。1971～77年，貿易研修センター清

　報資料室勤務を経て，1977年，東南アジア研

　究センター資料部図書室に助手として着任，

　現在に至る。

6．（1）　The　Bibliog7mphy　of　BibliograPhies　of　the

　　Paci　ic，　Graduate　School　of　Library

　　Studies，　University　of　Hawaii，　Honolulu，

　　1969．

　（2）　United　Nations　Documents　on　the　Tntst

　　Territory　of　the　Pacific　Jslands，　Graduate

　　School　of　Library　Studies，　University　of

　　Hawtiii，・　Hono｝ulu，　1971．

　（3）　「発展途上国の経済ナショナリズムと経

　　済統合に関する文献目録」（共編）『アジア

　　績…済資料り弓幸艮』　20（3），　1978．

（4）　Women　in　Southeast　Asia：　A

　BibliograPlay，　for　the　National　PVomen’s

　Edtecation　Center，　faPan，　Kyeto，　1979．

㈲　「図書館ネットワークのしくみ：WLN

　のシステム，Washington　Library　Net－

　work」（共編）ライブラリー・オートメー

　ショソ研究会，京都，1982．

（6）　「インドネシアにおける図書館システ

　ム」（訳）『図書館界』35（4），1983．

（7）　“Southeast　Asian　Research　Resources　in

　Western　Japan，”　Presented　at　the　Seventh

　Congress　of　Southeast　Asian　Librarians，

　Manila，　15－21　February　1987．

米沢真理子

1．京都大学文学部，1972．

2．京都大学文学修±，1974、

4．　タイの教育と文化．

5．1974年，京都大学東南アジア研究センター

　に文部事務官として採用される。1987年，東

　南アジア研究センター資料部編集室助手に配

　置換，現在に至る。

6．　「パスカルにおけるキリスト教弁証論の：方

　　法」，（京都大学修士論文），1974．

永田　好克

1．京都大学工学部，1985．
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2．京都大学工学修士，1987．

3，　言語情報処理

4．（D　自然言語入出力インターフェイス

　（2＞言語情報データベース

5．　1987年，富士写真フイルム株式会鮭入社。

　1988年，東南アジア研究センター助手として

　採用され現在に二至る。

6．（1）　「日本語論説文に現れる照応表現の処

　　理」情報処理学会第34回全国大会，1987．
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第5章　出　版　目　録

　1989年12月現在で，センターが刊行した東南アジア研究叢書（和文，英文），『東南アジ

ア研究』（24巻1号以降），研究報告書シリーズの一覧を掲げる。なお，前述したように，

『東南アジア研究』第1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録として『東南アジア

研究』別冊（23巻S号）に，またリプリント・シリーズ，ディスカッション・ペーパーの

一覧は『昭和62年度版センター要覧』に一括掲載されているので，参照されたい。

1．東南アジア研究叢書

A．和文叢書
1．棚瀬　三論．

2．矢野　　暢．

3．本岡　　武．

4．坪内　良博；坪内　玲子．

5．飯島　　茂．

6．シュトルツ．

7，市村　真一編．

8．石井　米雄編．

9．石井　米雄．

10．本岡　　武．

11，市村　真一一編

12．口羽；坪内；前田編．

13．西原　　正編．

14．エクスタインほか編．

15．渡部　忠世編．

16．水野　浩一一、

17．土屋　健治．

18．高谷　好r．

19．小林　和正．

20．石井　米雄編．

21．桜井由躬酷

22．福井　捷朗．

1966．ξ他界観念の原始形態』

1968．『タイ・ビルマ現代政治史研究』

1968．『東南アジア農業開発論』

1971．『離婚』正文被．

1971、『カレン族の社会・文化変容』創文社．

1974．『ビルマー地誌・歴史・経済』野上裕生（訳）。四文社．

1974．『東南アジアの自然・社会・経済』同文社．

1975．『タイ国一ひとつの稲作社会』創文社．

1975、『上座部仏教の政治社会学』創文社．

1975．『インドネシアの米』創文社，

1975．『東南アジアの経済発展』創文社，

1976．『マレー農村の研究』創文社、

1976．『東南アジアの政治的腐敗遷創：文社．

1979．『中国の経済発展』市村真一（監訳）．創：文社．

1980．『東南アジア世界一地域像の検証』創：文社．

1981．『タイ農村の社会組織』創文社．

1982．『インドネシア民族主義研究一タマン・シスワの成立と

　　　展開』創：文社，

1982．『熱帯デルタの農業発展一メナム・デルタの研究』創文

社，

1984．『東南アジアの人口』例文社．

1986，『東南アジア世界の構造と変容』創文社．

1987，『ベトナム村落の形成一村落共有田＝コンディエソ制の

　　　史的展開』創文社．

1988．『ドンデーン村一東北タイの農業生態』創文社．
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12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

英文叢書

SATo，　Takashi．　1966．　Field　CroPs　in　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

WATABE，　Tadayo．　1967．　Glutinous　Rice　in　Northern　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

TAKIMoTo，　Kiyoshi，　ed．　　　　1968．　Geol（～gy　and　Mineral　Resources　in　Thai～伽4　andル石α勿α．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto：　CSEAS．

KAwAGucHI，　keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　196｛　．　Lowland　Rice　Soils　in　Thadend．　Kyoto：　CSEAS．

KAwAGucHI，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969．　Lowland　Rice　Soils　in　Malaya．　Kyoto：　CSEAS．

MAEDA，　Kiyoshige．　　　　　1967．　A　lor　fanggus，αChinese　Communめ，　in　Malaya．　Kyoto：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CSEAS．

IcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　　　　1975．　The　Economic　Z）evelopmentげEast　and　Southeast／1siα．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

NlsHIHARA，　Masashi．　　　　1976．　The／mPαnese　and　Sufearno　’s　lndonesia’7b妙。ゾ盈α磁1～ela－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion，　195Z－66．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

IcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　　　　1977，　Southeas彦Asia’〈砺魏解，　Socie　ty　and　Deve　loPmen　t．　Ho夏olulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

KAwAGucHI，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正977．Padめp　So爵助TropicalAsia．　Honolulu：University　Press　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　Hawaii．

YosHIHARA，　Kunio．　1978．　Jmpanese　investme｝zt　in　Southeast　Asia．　Honolulu：　Univer－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sity　Press　of　Hawaii．

IsHII，　Yoneo，　ed．　1978．　Thailand：　A　Rice－Growing　Society．　Honolulu：　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　of　Hawaii．

CHo，　Lee・一Jay；　and　KoBAyAsHl，　1〈azumasa，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．　80．　Feftility　Transition　of　theEastAsian　PoPulations．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

KucHIBA，　Masuo；　TsuBovcm，　Yoshihiro；　and　MAEDA，　Narifumi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979，　Three　Magay　Villages：A　Sociology　ofPaddy　Gi’oivef’s　in　PVest

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Malaysia．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

CHo，　Lee－Jay；　SuHARTo，　S．；　McNicoLL，　G．；　and　MAMAs，　S．G．M．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980，PoPulation　Growtlt（ゾlndonesia：AnAna！ysis（ゾ隙目脚磁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mo7’talめI　Based　on　the　197．エPoPulation　Census．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

IsHii，　Yoneo．　1986．　Sangha，　State，　and　Societ．v：　Thai　Bztddhism　in　ffistoiy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　of　Hawaii　Press．

TAKAYA，　Yoshikazu．　　　　　1987．　AgriculturalDevelo勿ment（ゾa　Tropical　Delta：　A　Stz・tdy（ゾthe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chao　Phraya　Delta．　Honolulu：　University　of　Hawaii　Press．

TsucHlyA，　Kenji．　1｛　88．　Democracy　and　Leadership：　The　Rise　of　the　Ta7nan　Siswa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルfbvement　in　Indonesia．　Honolulu：University　of　Hawaii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press．
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2．『東南アジア研究』（24巻1号から27巻3号まで）

　　『東南アジア研究』ng　1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録として別冊23巻5

号に掲載されているので，ここでは，24巻1号から最新号までの所収論文等を掲げる。各

報告は，コード番号・著者名・報告表題・掲載頁の順に配列されている。コード番号は，

4，5桁昌の数字が巻数を，3桁目の数字が号数を，そして，1，2桁目の数字が報告の

番：号を表している。

　　　　　　　　　　　24巻1号【Vol．24，　No．1］1986年6月［June　1986］

論文【Article】

24101青山　亨［Aoyama，　Toru］．古ジャワ文学におけるスタソーマ物語の受容と変容［The　Adoption

　　　and　Structural　Transformation　in　Old　Javanese　Literature　of　Stttasoma，　an　lndian　Buddhist

　　　Story］．　3－17．

資i料・研究ノート【Notes】

24102川崎有三［Kawasaki，　Yuzo】．小コミュニティの社会位相空間四一マレーシア潮型人漁村にみ

　　　られるリズム・テンポ・メPディー一一［ASmall　Commullity　as　a　Sociotopological

　　　Space－Rhythm，　Tempo　and　Melody　of　a　Teochiu　Fishing　Village，　Malaysia一］．　18－52．

24103金　昌男［Kim，　Chang－Nam］．工業部門の雇用吸収力と労働移動一アジア5力国の事例

　　　Hlndustrial　Sector　Labor　Absorption　and　Migration　in　Asian　Countries］．　53－64．

24104古川久雄［Furukawa，　Hisao］．バタソハリ川流域低湿地の農業景観その2．農業景観の展開

　　　［Agricultural　Landscape　in　the　Lower　Batang　Rari，　Sumatra　Part　Two：　Vicissitudes　of

　　　Agricultural　Land　Use］．　65－105．

現地通信【Field　Report】

24105　Andaya，　Leonard　Yuzon．　A　Short　lntroduction　to　Some　Archival　Resources　in　the

　　　Netherlands，　Spain，　and　Portugal　for　the　Study　of　Southeast　Asia．　106－109．　．

24106害贈図書B録［Books　R・eceived　by　the　Library］．110．

　　　　　　　　　　24巻2号IVol．24，　No．2】1986年9月ISept．1986】

　　　　　　　　　　　　　　Problem　Soils　in　Southeast　Asia

24201　Supiandi　Sabiham；　apd　Furukawa，　Hisao．　A　Study　of　Floral　Composition　of　Peat　Soil　in　the

　　　Lower　Batang　Hari　River　Basin　of　Jarnbi，　Sttmatra．　113－132．

24202　Wongsomsak，　Sompob．　Salinization　in　Northeast　Thailand．　133－153．

24203　Attanandana，　Tasnee；　and　Vacharotayan，　Sorasith．　Acid　Sulfate　Soils：　Their　Characteristics，

　　　Genesis，Amelioration　and　Utilization．　1，b－4－180．
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論文【Article】

24204　Duff－Cooper，　Andrew．　Alternation　and　Other　Modes　of　Periodicity　from　a　Balinese　Form　of

　　　　　Life　in　Western　Lombok．　181－196．

資料・研究ノート［Note】

24205青木恵理子［Aoki，　Eriko］．中部フローレスにおける神秘力と性〔Mystic　Power　and　Sex　in

　　　　　Central　Flores］．　197－223．

i曉地通信【Field　Report】

24206片山　裕［K：atayama，　Yutaka｝．1986年2月16日のコーリー［Corazon　Aquino　on　Feb．16，1986］．

　　　　　224－225．

24207寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．226．

　　　　　　　　　　　　　　　24巻3号【VoL　24，　No．3】t986年12月［Dec．1986】

論文【Article】

24301　Fukui，　Seiichi．　An　Economic　Anaiysis　of　Traditional　Water　Management　lnstitutions　in

　　　　　Northern　Thailand．　229－242．

資料・研究ノート〔Notes】
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25404門司和彦［Moji，　Kazuhiko］．西ジャワ・スンダ農…民の仕事　　その季節による変動と性・年齢
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　　　　　・多産の文化・社会的背景［Cu圭tural　Practices　Favoring　Young　Marriage　and　High　Fertility：
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26303玉田芳史［Tamada，　Yoshifumi］．タイの実業家政党と軍　　首相府令66／2523を中心として

　　　　一一一一［Politica｝　Parties　and　the　Military　in　Thailand：　Prime　Minister’s　Office　Order　66／2523］．　293

　　　　－307．

26304　Supiandi　Sabiham．　Studies　on　Peat　in　the　Coastal　Plains　of　Sumatra　and　Borneo　一Part　1：

　　　　Physiography　and　Geomorphology　of　the　Coas亡al　Plains一．308－335．

書評IBook　Reviews肇

26305森山幹弘［Moriyama，　Mikihiro］．　F．　S．　Eringa，　Soendaas－Nederlands　Vaoordenboek．336－338．

26306土屋健治［Tsuchiya，　Kenji］．」．　D．　Legge，　ln　tei～8ctuals　and　IVationalism　in　lndonesia：　A　Study　of

　　　　the　Following　Recruited　by　Sutan　Sl’ahrir　in　OccuPation　Jakarta．　338－340．

現地通信エField　Report1

26307福井捷朗［Fukui，　Hayao］．「東南アジアセミナー」臨地研修［Southeast　Asian　Seminar　in

　　　　Thailand］．　341－342．

26308寄贈図書日録［Books　Received　by　the　Library］．343－346．
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　　　　　　　　　　　　　26巻4号【Vol．26，　No。4】t989年3月【March　f　989】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈特集〉マレー世界のなかのマダガスカル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Madagascar　in　the　Malay　World］

26401高谷好一［Takaya，　Yoshikazu］．編者のことば［Editor’s　Notel．349－351．

26402古川久雄［Hurukawa，　Hisao］．マダガスカル乾燥地帯の土地利用［Land　Use　in　the　Dry　Zo臓e　of

　　　　Madagascar］．　352－366．

26403田中耕司［Tanaka，　Koji］．マダガスカルのイネと稲作［Rice　and　Rice　Culture　in　Madagascar］．

　　　　367－393．

26404深澤秀夫［Fukazawa，　Hideo］．稲作を生ぎる，稲と稲作の実践と戦略　　北部マダガスカル

　　　　Tsimihety族に於ける稲作と協同労働一｛The　Tsimihety　Peasan匙s’Practices　and　Strategies

　　　　of　Rice　Cultivation　in　Northern　Madagascar］．　394－416．

26405前田成文［Maeda，　Narifumi］．ベフディ　　ベツィミサラカ族とシハナカ族の狭間で

　　　　HBefody：　A　Settlement　between　the　Betsimisaraka　and　the　Sihanaka］．　417－429．

座談会エA　Discussion］

26406層目好一ほか［Takaya，　Yoshikazu　et　al．］．マダガスカルの農耕　　そのマレー的要素について

　　　　一一一一［Agriculture　of　Madagascar：lts　Malay　Elements］．　4g．　O－454．

書評【Book　Reviews】

264G7江崎光男［Ezaki，　Mitsuo］．ワリソ・ウォンハソチャオ；池本幸生（編），『タイの経済政策

　　　　歴史・現状・展望　　』［Warin　Wonghanchao；and　Yukio　lkemoto（eds．），　Economic、Develop一

　　　　’ment　Poliay　in　Thailand：　Elisto2　y，　Present　Situation　and　ProsPect］．　455－456．

26408　Yoshihara，　Kunio．　Melanie　Beresford，　Vietnam：　Politics，　Economics　and　Society．　456－457．

現地通信［Field　Report1

26409弓木至朗［Momoki，　Shiro］．ハノイ　　庶民の味【Popular　Dishes　of　Hanoi］．458－459．

26410寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．460－463．

　　　　　　　　　　　　　27巻1号【Vol．　27，　No．1】1989年6月IJune　1989］．

論文エArticles】

27101　Furukawa，　Hisao；　and　Pichai　Wichaidit．　Salt　and　Sinkhole一一一一Corrosion　as　a　Principal　Factor

　　　　Governing　Topography　and　Mass　Movement　in　Northeast　Thailand一．　3－34．

27102　Supiandi　Sabiham；and　Sumawinata　Basuki．　Studies　on　Peat　in　the　Coastal　Plains　of　Sumatra

　　　　and　Borneo－Part　II：　The　Clay　Mineralogical　Composition　of　Sediments　in　Coastal　Plains　of

　　　　Jambi　and　South　Kalimantan一．　35－54．

27103石井和子［lshii，　K：azuko］．『サン・ピアン・カマハーヤー＝カン（聖大乗論）』にみる古ジャワ

　　　　の密教」［Old　Javanese　Esoteric　Buddhism　as　Seen　in　the　Sang　Eryang　Kamahdydnilean］，55－70．
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27104土佐弘之［Tosa，　Hiroyuki］，インドネシア権威主義体制と学生運動　　政治体制と社会運動と

　　　　の相互作用過程に焦点をあてて一｛The　Student　Movement　under　the　Authoritarian　Regime

　　　　in　lndoResia，　with　Particular　Reference　to　the　Period　1977－1978］．　71－108．

資＊斗・研究ノート　【Note】

27105小菅伸彦；松本保美［K◎suge，　Nobuhiko；and　Ma亡sum◎亡。，　Yasumil．インドネシアにおける新

　　　　計：量モデルの開発［The　New　Version　of　Econometric　Model　in　lndonesia］．109－127．

書評［Book　Reviews】

27106大木　昌［Oki，　Akira】．　Anthony　Reid，　Southeast　Asia　in　the、4ge　of　Commerce　1450－1680，

　　　　Volume　One：　The　Lancls　below　the　Winds．　128－129．

27107倉沢愛子［Kurasawa，　Aiko］．　Colin．，　Wild；and　Peter　Carey（eds．），　Bor・n　in　Fire：　The　lndonesian

　　　　Struggle　for　lndePendence．　129－131．

硯地通信IField　Report］

27108加藤　剛［Kato，　Tsuyoshi］，マレー農村にて［ln　a　Ma玉ay　Viliage］．132－133．

27109寄贈引書目録［Selected　Listing　of　Books　Received　by　the　Library］．134、

　　　　　　　　　　　27巻2号［VoL　27，　No．2］　1989年9月｛Sept．1989】

　　Oei　Tiong　Ham　Concern：　The　First　Business　Empire　of　Southeast　Asia

27201　Yoshihara，　Kunio．　lntroduction．　137－155．

27202　Onghokham．　Chinese　Capitalism　in　Dutch　Java．　156－176．

27203　Coppel，　Charles　A．　Liem　Thian　Joe’s　Unpub1ished　History　of　Kian　Gwan．　177－187．

27204　lnterview：　Oei　Tjong　le．　188－220．

27205　lnterview：　Oei　Tjong　Tjay．　221－265．

書評［Book　RevieWS】

27206高阪　章［Kohsaka，　Akira］．　Robert　B．　Dickie；and　Thomas　A．　Layman，　Foreign　fnves　tment　and

　　　　Government　Poliay　in　the　Third　urorld：　Forging　Common　lnterests　in　lndonesia　and　Bayond．　266－

　　　　267．

27207池本幸生［lkemoto，　Yukio］．　Phisit　Pakkasem，　Leading　lsseces　inη1認如π薦エ）evelopment

　　　　Transfor7nation：　1960－1990．　267－269．．

現地通信｛Field　Report】

27208河野泰之［Kono，　Yasuyuki］．ドンデーン村の三人姉妹［Three　Sisters　in　Don　Daeng　Village］．

　　　　270－271．

272G9寄：贈図書目録［Selected　Listing　of　Books　Received　by　the　Library］．272．
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　　　　　　　　　　　　　27巻3号【Vol．27，　No．3】’1989年12月［Dec．　t　989】

27301桜井由躬雄［Sakurai，　Yumio］．陳朝期紅河デルタ開拓試論　1．西氾濫原の開拓［The　Red

　　　　River　Delta　in　the　TraR　Dynasty　（1225－1440）．　1　］．　275－300．

27302鳥飼行博［Torikai，　Yukihiro］．フィリピン米作農村における危険分散とワーク・シェアリング

　　　　［Risk　Spreading　and　Work　Sharing　in　Philippine　Rice－farming　Comrnunities］．　301－316．

27303Azizah　Kassim．　Pat亡erns　of　Land　Ownership　and　Inheritance　in　Negeri　Sembilan：Some　Im－

　　　　plications　for　Agricultural　Development．　317－338．

273e4　Supiandi　Sabiham．　Studies　on　Peat　in　the　Coastal　Plains　of　Sumatra　and　Borneo－Part　III：

　　　　Micromorphological　Stttdy　of　Peat　in　Coastal　Plains　of　Jambi，　South　Kalimantan　and　Bruneト．

　　　　339－351．

27305　Kimura，　Masataka．　The　Revolution　and　Realignrnent　of　Political　Parties　in　the　Philippines

　　　　（December　1985－January　1988）：　With　a　Case　in　the　Province　of　Batangas．　352－379．

書評【Book　Review】

27306前田成文［Maeda，　NarifUmij．　Hendrik　M．J．　Maier，　ln　the　Center　Of．4uthoriむy’The　1瞼勿

　　　　Hikのyat　Merong　Mahawangsa．　Studies　oll　Southeast　Asia，　No．4．380－381．

現地通信【Field　Report】

27307山田　勇［Yamada，　Isamu］．サゴヤシの原生地を求めて［Natura玉Stands　of　Sago　Palm　in　East

　　　　Malesia］．　382－384．

273G8寄贈図書目録［Selected　Listing　of　Books　Received　by　the　Lihrary］．385－386．
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3．研究報告書シリーズ

　研究報告書シリーズは，センターが単行本として出版したもので，シンポジウムの報告

書，文部省科学研究費補助金による海外学術調査の報告書，その他の研究奨学金を受けて

行なった研究の報告書など，各種のものを含んでいる。既刊のものを以下に年度順にあげ

る。

1．KAwAGucHI，　Keizsaburo，　ed．1965．　Riceα4伽名8㍑ル血勿α，　Sylnposium　Series　No．　L

2．　INoKI，　Masainichi，　ed．　1966．　faPan’s　Future　in　Southeast　Asia，　Symposium　Series　No．2．

3．　FuJloKA，　Yoshikazu，　ed．　1966．　rvater　Resource　Cftilization　in　Southeast　Asia，　Symposium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Series　No．　3．

4・　HiGAsHI，　Noboru，　ed．　1968．　MedicalProblems　in　Southeast　Asia，　Symposium　Series　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．

5．市村　真一一編．　　　　　　1975．窪稲と農民』

6．　lcmMuRA，　Shinichi，　ed．　1977．　Prelimina7　y　RePort　on　Role　of　Education　in　the　Rural

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DeveloPment　of　Sotttlteast　Asia一　Thailand　and　Malaysia一．

7．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1979．　Econometric　Models　of　Asian　Countries　L

8．　lcmMuRA，　Shinichi；　and　MlzuNo，　Koichi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．　Ecology，　IVew　Technology，　and　Rural　DeveloPment　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thailand　and　Malaysia　（with　Special　Reference　te　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Role　of　Education）．

9．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1980．　Econometric　Models　of　Asian　Countries　ll．

10．　TsuBoucHI，　Yoshihiro；　NAsRLiDDIN，　lljas；　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　RAsJiD，　Hanafiah　A．，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　South　Sumatra，　Man　and　AgTiculture．

ll．　WATABE，　Tadayo，　ed．　1981．　Report　of　tlze　Scienttlfic　Survay　on　Traditional　CropPing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Systems　in　TroPicalAsia，　Part　1　：　fndia　and　Sri　Lanfea，　Part　2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lndonesia．

12．　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．Villages　and　the　A8riculturalムandscaPe　in　South　St｛lawesi．

13．　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　THIRAMoNGKoL，　Narong．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．　Chao　Phraya　Delta　of　Thailand（Asian　Rice－Land　Inventory：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　Descriptive　Atlas，　No．　D．

14．渡部　忠世編．　　　　　　1982．『南西諸島農耕における南方的要素』

15．　FuKul，　Hayao；　KAmA，　Yoshihiro；　and　KucHIBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983．　A　Rice－Growing　Village　Revisited；　An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rttral　DeveloPment　in　No｝theast　Tliailand　（An　lnterim

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Report）．

16．　THAN　TuN，　ed．　1983．　The　Royal　Orders　of　Bur”za，　A．D．1598－1885，　Part　One，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．エ）．一Z598一エ648．

17．　JAyAwARDENA，　S．D．G．；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　Transfor？7iation　of　the　Agricultural　LandscaPe　in　Sn’　hanka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　South　lndia．

18．　LuMpAOpoNG，　Bunyawart；　PINTHoNG，　Jitti；　CHALoTHoN，　Chavalit；　and　KAIDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　Chiang　Mai－LamPhun　Valley，　Thadend（Asian　Rice－land　In－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ventory：　A　Descriptive　Atlas，　No．　2）．

19．　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　Transformation　of　the　Agrionltural　LandscaPe　in　lndonesia．

20．　TsucHlyA，　Kenji，　ed．　1984．　“States”　in　SoutheastAsia，　from“Tradition”　to　“Modernity．”

21．　FuKul，　Hayao；　KAiDA，　Yoshihiro；　and　KucmBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1985．　A　Rice　Growing　Village　Revisited　An　lnteg7fated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　，IVortheast　Thailand　（The　Second　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）．

22．　THAN　TuN，　ed．　1985．　T］ie　Royal　Orders　of　Bu”na，　A．D．1598－1885，　Part　Two，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　Z649－1750．

23．　THAN　TuN，　ed．　1985．　The　Royal　Orders　of　Burma，　A．D．1598－1885，　Part　Three，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D1　751－1　781．

24．　KATo，　Tsuyoshi；　MucHTAR，　Lutfi；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．　Environment，　Agricultwre　and　Society　in　the　Malay　World．

25．　TA｝gAKA，　Koji；　M．　ATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．　Environtnent，　Landuse　and　Society　in　Wallacea．

26．　THAN　TuN，　ed．　1986．　The　Royal　Orders　of　Bunna，　A．D．1598－1885．　Part　Four，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1．D．1782一エ787．

27．　THAN　TuN，　ed．　1986．　TJie　Royal　Orders　of　Bumaa，　A．D．1598－1885，　Part　Five，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．1788－1806．

28．高谷　好一編．　　　　　　1986．『東南アジア伝統農業資料集成』第1巻．

29．渡部　忠世編．　　　　　　1986．『日本農耕文化の展開と系譜一島の視点から』

30。EzAKI，　Mitsuo，　ed．　　　　　1987，エ）evelop7nent　Planning　and∫Policies　in／ASEA1＞Co吻云漉s．

31．THAN　Tun，　ed．　　　　　　　　1987．　The　Royal　Orders（ゾBurma，　A．D．1598－1885，　Part　Six，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．エ80匹エ810．

32．田中　耕司編．　　　　　　1987．『東南アジア伝統農業資料集成』第2巻．

33．　JAIM，　W．M．H．　et　al．　1987．　Review　of　Literature　（JSARD　Working　Paper　No．　1）．

34．　HuQ，　Muhamrnad　Amrner－Ul　1987．　Review　of　Literature　on　Planning　Studies　in　Bangladesh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JSARD　Working　Paper　No．　2）．

35．　SoLAiMAN，　M．　1987．　Review　of　Literature：　lnstitution　Bttilding〈J・SARD　Working

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paper　No．　3）．

36．　NoMA，　Haruo；　and　CHAKRABoRTy，　Ratan　Lal，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　Selections　of　Records　on　Agn’onlture，　Land　Tenure　and
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Econo7ny　of　Mymensingh　Distn’ct，　1787－1866　（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Working　Paper　No．　4）．

37．　THAN　TuN，　ed．　1988．　Tite　Royal　Orders　of　Burma，　A．　D．　1598－1885，　Part　Seven，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．　D．　1811－1819．

38．　TAKAyA，　Yoshikazu，　ed．　1988．　Madagascar　PersPectives　from　the　Malay　VVorld．

39．高谷　好一編．　　　　　　1988．『古代稲作農耕の学際的研究2

40．柴山　　守編。　　　　　　1988．『東南アジア学研究支援：多言語テキスト処理システムの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究』

41．　KuMAGAI，　Toru；　and　KAIDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Gobarchitra　Village　and　ChandPur　lrrigation　Prol－ect

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JSARD　Working　Paper　No．　5）．

42．　FuKul，　Hayao；　KAIDA，　Yoshihiro；　and　KucHIBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　A　Rice－Growing　Village　Revisited：　An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　Development　in　Northeast　ThailaRd　（The　Third　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）．

43．THAN　TuN　ed．　　　　　　　　1988．　The　Rのyal　Order　of　Bttniia，　A．1）．1598－1885，　Part　Eight，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　1819－1853．

44．Aris　PoNIMAN；高谷好一　　　1988．『伝統農業フィールドノート集』第1巻．

45．　YosHiHARA，　Kunio，　ed．　1989．　Oei　Tiong　Ham　Concern：　Tlie　First　Business　EmPire　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Southeast　Asia．

46．　TsuBoucm，　Yoshihiro，　ed．　1989．　．　The　Formation　of　Urbun　Civili2ation　in　Southeast　Asia．

47．　YosHmARA，　Kunio，　ed．　1989．　Tiiai　PercePtions　of　JaPanese　Modernization　（Published　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　association　with　Falcon　Press　Sdn．　Bhd．，　Kuala　Lumpur）．

48．　SAi〈uRAI，　Yumio．　1989．　Land，　VVater，　Rice，　and　Men　in　Early　Vietnafn：　Agrarian

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AdaPtation　and　Socio－Political　Organization　（Translated　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thomas　A．　Stanley）．

49・　Marasri　SlvARAKs，　compiled．　1989．　Catalog　of　Thai　Cremation　Yolumes　in　the　Charas　Collec－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion．

　なお，センター関係者の研究報告書のうち，

を，参考までに掲げておく。

センター以外の機関により出版されたもの

JSARD　Publication　Series　（Published　by　JICA　Bangladesh　Office）

1．　JSARD　Editorial　Committee，　ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．88．　Proceedings　of　the　Mid－Term　Review　Workshop　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JSARD，　January　24，　1988　（JSARD　Publication　No．　6）．

2．　KAmA，　Yoshihiro；　and　HossAIN，　S．M．　Altaf，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．　88．　Gobaf’chitra　Viilage　in　ChandPur（JSARD　Publication　No．　7）．
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3．　UcmDA，　Karuo　et　al．　eds．　1988．　fawar　Village　in　Kishoreganj　（JSARD　Publication　No．　8）．

4．　HossAiN，　S．　M．　Altaf．　1988．　Evolution　of　CroPPing　Systems　in　My－mensingh　and　Comilla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reg－ions　（JSARD　Publication　No．　12）．

5．　NlsHIMuRA，　Hiroyuki　et　al．　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．　Three　Villages　in　Comilla　（JSARD　Publication　No．　9）．

6．　MAHARJAN，　Keshav　Lail．　1989．　Phanishair　Village　in　ChandPt｛r（JSARD　Publication　No．　I　l）．

7．　CHAKRABoRTy，　Ratan　Lal；　and　NoMA，　Haruo，　compiled．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．　Select　Records　on　Agriculture　and　Economy　of　Comilla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　District，　1782－1867（JSARD　Publication　No．　13）．

8．　MAMuN，　Abdullah　Al．　1989．　Agro－Ecological　Studies　of　vaeed　in　Bangladesh　（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Publication　No．　14）．
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